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１ 検討の背景 

  業務上疾病の範囲については、労働基準法施行規則別表第１の２（以下「別表第１の２」

という。）及びこれに基づく大臣告示に定められている。この疾病の範囲以外の新しい疾

病の発生等については、別表第１の２等の見直し、追加を迅速に行う必要があるため、労

働基準法施行規則第 35 条専門検討会（以下「第 35 条検討会」という。）が定期的に開催

されている。 

  平成 30 年にとりまとめられた第 35 条検討会の報告書（以下「30 年報告書」という。）

では、「労働基準法施行規則別表第１の２第４号１の規定に基づき、厚生労働大臣が指定

する単体たる化学物質及び化合物（合金を含む。）並びに厚生労働大臣が定める疾病を定

める告示」（以下「大臣告示」という。）に規定されている化学物質に関し、新たに報告さ

れている症状又は障害については、「化学物質による疾病に関する分科会において、各症

例について、別表（第１の２）への追加の必要性及び表記等について検討を行うことが妥

当と判断する。」とされたところである。また、労働安全衛生法施行令別表第９に掲げら

れた安全データシート（以下「SDS」という。）を交付する義務のある化学物質のうち別表

第１の２等に規定されていない化学物質について、幅広く情報収集に努めるとともに、改

めて「化学物質による疾病に関する分科会において別表第１の２へ追加すべきか否かの検

討を行うことが妥当と判断する。」とされたところである。さらに、「理美容師のシャンプ

ー液等の使用による接触性皮膚炎については、別表第１の２第４号９に該当する疾病とし

て認定事例も多いことから、行政当局において最新の情報収集に努め、別途、化学物質に

よる疾病に関する分科会を設置して検討を行うことが妥当と判断する。」とされたところ

である。 

  また、平成 25 年にとりまとめられた労働基準法施行規則第 35 条専門検討会化学物質に

よる疾病に関する分科会検討結果報告書（以下「25 年分科会報告書」という。）では、木

材粉じんによるがんについて、「今回の検討においても、新たな国内発症例の報告は確認

できず、現時点において、新たに追加する必要はないと考えられるが、ＩＡＲＣの報告（２

０１２）において木材粉じんによる鼻咽頭がんについて新たな知見が集積されており、今

後も引き続き情報収集が必要であると考える。」とされている。 

こうした状況を受け、本分科会は、化学物質による疾病のうち、新たに業務上疾病とし

て別表第１の２等に追加すべきものがあるか否かについて、検討を行ったものである。 

 

２ 検討事項 

  本分科会において具体的に検討した事項は以下のとおりである。 

（１）検討事項１ 

   現在大臣告示に規定されている 168 の化学物質に係る新たな症状又は障害として別

表第１の２等に追加すべきものがあるか否かの検討。 

（２）検討事項２ 

   SDS を交付する義務のある化学物質 673 物質（令和２年３月時点）のうち、大臣告示

に規定されていない物質による疾病で、別表第１の２等に追加すべきものがあるか否か
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の検討。 

（３）検討事項３ 

   理美容師のシャンプー液等の使用による接触皮膚炎について、別表第１の２等に追加

すべきものがあるか否かの検討。 

（４）検討事項４ 

   25 年分科会報告書において、新たな国内発症例の報告は確認できないため、別表第

１の２等に追加する必要がないとされた「木材粉じんによるがん」について、その後の

状況を踏まえ、同表に追加すべきか否かの検討。 

 

３ 検討対象物質の選定 

  本分科会において検討を行った対象物質は、別添１のとおりである。 

また、検討事項１、２及び３については、以下の考え方により対象物質の選定を行った。 

（１）検討事項１について 

   大臣告示に規定されている 168 の化学物質のうち、当該化学物質による新たな症状又

は障害に関して新たな症例報告や疫学研究報告のある 124 物質を検討対象物質とした。 

（２）検討事項２について 

令和２年３月時点において SDS を交付する義務のある化学物質 673 物質の中から、大

臣告示に規定されている物質を除いた 509 物質のうち、 

① 平成 25 年度の第 35 条検討会において検討されたものの大臣告示に規定されてい

ない等の 32 物質のうち、当該物質による症状又は障害に関して症例報告がなされ

た物質 

② ①以外の物質のうち、当該物質による症状又は障害に関して症例報告が３件以上

ある物質等 

の計 74 物質を検討対象とした。 

（３）検討事項３について 

   平成 20 年４月の独立行政法人労働者健康福祉機構による「『職業性皮膚障害の外的因

子の特定に係る的確な診療法の研究・開発、普及』研究報告書」において、理・美容師

が使用する製品に含まれる成分である 32 種類のアレルゲンが使用されているが、この

うち既に大臣告示に規定されているものを除き、理・美容師へのパッチテストの陽性率

が高い値を示した 18 物質を検討対象とした。 

 

４ 検討に当たっての基本的考え方 

（１）検討に当たっては、化学物質のばく露を受ける業務とこれに起因して生じる疾病との

間に、一般的に医学的な因果関係があることが確立されているかどうかを基本とした。 

また、昭和 52 年８月１日の業務上疾病の範囲等に関する検討委員会による「業務上

疾病の範囲と分類に関する検討結果報告書」で示された「化学物質による疾病（がんを

除く。）の取りまとめのためのガイドライン」を活用し、国内外で症例報告のあった疾病

について、通常労働の場において発生しうると医学経験則上評価できるかどうかという
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観点から検討を行った。 

具体的には、以下に該当するものについては、「通常労働の場において発生」するとは

考えにくい。 

① 自殺、誤飲等、非職業性ばく露による疾病 

② 事故的な原因であり、発生頻度が極めて低い急性中毒等の疾病 

③ 国内での使用が確認されない化学物質による疾病 

これらの症例報告を除いて、職業性ばく露による症例を検討し、化学物質と疾病との

間に医学的な因果関係が確立していると認められる場合には、原則として例示疾病に追

加すべきとした。 

（２）職業がんについては、疫学による証拠が重要であると考えられることから、上記の考

え方に加えて、疫学としての証拠がある場合（海外を含む。）を判断の指標とした。 

 

５ 検討結果 

（１）検討事項１ 

   検討を行った 124 物質のうち、下表１の左欄に掲げる３つの化学物質にばく露される

業務によるそれぞれ右欄に掲げる症状又は障害を大臣告示に追加することが適当であ

るとの結論を得た。 

   症状又は障害の表現については別添２に示す。 

参考資料として、追加の可否についての判断理由を別添３、検討を行った化学物質に

関する基本情報を別添４、検討を行うに当たって参考とした文献を別添５に示す（検討

事項２～４についても同様）。 

なお、上記 124 物質のうち、カドミウム及びその化合物については、肺がんに係る検

討も別途行ったが、国内においてはカドミウムばく露による肺がんの症例報告がない。

また、国内におけるカドミウムの取扱いはニッケルカドミウム電池の製造が大部分であ

り、肺がんの発症リスクを上げるほど高濃度のばく露状況ではなく、国内で発生する可

能性は低いと考えられるため、現時点において、新たに追加する必要はないとの結論を

得た。 

 

  表１ 大臣告示に追加することが適当であるとの結論を得た症状又は障害 

No. 化学物質名 症状又は障害 

１ 弗化水素酸（弗化水素を含む） 低カルシウム血症、組織壊死 

２ 砒化水素 腎障害 

３ トリクロルエチレン 皮膚障害 

 

（２）検討事項２ 
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   検討を行った 74 物質のうち、下表２の左欄に掲げる５つの化学物質にばく露される

業務によるそれぞれ右欄に掲げる症状又は障害を大臣告示に追加することが適当であ

るとの結論を得た。 

 

表２ 大臣告示に追加することが適当であるとの結論を得た化学物質及び症状又は障

害 

No. 化学物質名 症状又は障害 

１ 二酸化塩素 気道障害 

２ 
2,2-ジクロロ-1,1,1-トリフル

オロエタン 
肝障害 

３ 臭化水素 気道障害 

４ 水酸化カルシウム 皮膚障害、前眼部障害 

５ ヨウ化メチル 中枢神経系抑制 

 

（３）検討事項３ 

   検討を行った 18 物質のうち、下表３の左欄に掲げる２つの化学物質にばく露される

業務によるそれぞれ右欄に掲げる症状又は障害を大臣告示に追加することが適当であ

るとの結論を得た。 

 

  表３ 大臣告示に追加することが適当であるとの結論を得た化学物質及び症状又は障

害 

No. 化学物質名 症状又は障害 

１ パラトルエンジアミン 皮膚障害 

２ チオグリコール酸アンモニウム 皮膚障害 

 

（４）検討事項４ 

   木材粉じんによるがんについては、平成 23 年度及び平成 24 年度の化学物質による疾

病に関する分科会において、新たな国内発症例の報告が見当たらないとして別表第１の

２への列挙が見送られたが、今回の検討においても、新たな国内発症例の報告は確認で

きず、国内における現在の木材粉じんへのばく露状況が不明であること、がんの発生す

るメカニズムについて十分な情報が集まっていないことから現時点において新たに追
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加する必要はないとの結論を得た。今後、上記について新たな知見が集積された際に改

めて検討を行う必要があると考える。 

 

６ 大臣告示における「血管運動神経障害」について 

  現行の大臣告示において、カルシウムシアナミド、ニトログリコール、ニトログリセリ

ンには症状又は障害として「血管運動神経障害」が規定されている。平成８年３月 29 日

付基発第 181 号では、「血管運動神経障害」の説明として、「『血管運動神経障害』とは、

血管を拡張させたり収縮させたりする神経(交感神経等の自律神経)の障害をいい、血圧低

下、頻脈、脈圧の縮小、皮膚の紅潮、呼吸困難、視力低下等がみられる。血管運動神経障

害を生じさせる化学物質としてはカルシウムシアナミド、ニトログリコール、ニトログリ

セリンがある。」とされている。 

  現在の知見を踏まえると、カルシウムシアナミドについては、水と反応してシアナミド

(H2CN2)を遊離し、最終的にアセトアルデヒドを蓄積すると考えられており、アセトアルデ

ヒドの血管拡張作用により血圧降下や頻脈が生じることが知られている。ニトログリコー

ル、ニトログリセリンについては、一酸化窒素（NO）が神経ではなく血管に直接作用し、

狭心症の様な症状が生じることが知られている。 

  したがって、カルシウムシアナミド、ニトログリコール、ニトログリセリンについては、

「血管運動神経障害」を削除し、カルシウムシアナミドには「不整脈、血圧降下等の循環

障害」を、ニトログリセリンには「狭心症様発作」を追加することが適当であるとの結論

を得た。 

 

７ まとめ 

  上記検討結果を踏まえ、行政当局においては、有害性の認められる化学物質とこれにば

く露することによって生じる疾病について、新たに業務上疾病として大臣告示に掲げると

ともに既に規定されている症状又は障害に関して必要な名称の変更等を行うことが適当

であると判断する。 
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検討対象物質 

 

１ 検討事項１  

（１）アンモニア 

（２）塩酸（塩化水素含む） 

（３）過酸化水素 

（４）弗化水素酸（弗化水素含む） 

（５）ペルオキソ二硫酸アンモニウム 

（６）ペルオキソ二硫酸カリウム 

（７）アルキル水銀化合物（アルキル基がメチル基又はエチル基であるものに限る） 

（８）アンチモン及びその化合物 

（９）塩化亜鉛 

（10）カドミウム及びその化合物 

（11）クロム及びその化合物 

（12）コバルト及びその化合物 

（13）セレン及びその化合物（セレン化水素除く） 

（14）タリウム及びその化合物 

（15）鉛及びその化合物（四アルキル鉛化合物を除く） 

（16）ニッケル及びその化合物（ニッケルカルボニルを除く） 

（17）ニッケルカルボニル 

（18）バナジウム及びその化合物 

（19）砒化水素 

（20）砒素及びその化合物（砒化水素を除く） 

（21）ブチル錫 

（22）ベリリウム及びその化合物 

（23）マンガン及びその化合物 

（24）塩素 

（25）臭素 

（26）弗素及びその無機化合物 

（27）一酸化炭素 

（28）カルシウムシアナミド 

（29）シアン化水素、シアン化ナトリウム等のシアン化合物 

（30）二酸化硫黄 

（31）二硫化炭素 

（32）ヒドラジン 

（33）ホスゲン 

（34）ホスフィン 

（35）硫化水素 

（36）塩化ビニル 

別添１ 
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（37）塩化メチル 

（38）クロロホルム 

（39）四塩化炭素 

（40）1,2-ジクロルエタン 

（41）ジクロルメタン 

（42）臭化メチル 

（43）テトラクロルエチレン（パークロルエチレン） 

（44）1,1,1-トリクロルエタン 

（45）1,1,2-トリクロルエタン 

（46）トリクロルエチレン 

（47）ノルマルヘキサン 

（48）沃化メチル 

（49）アクリル酸エチル 

（50）アクリル酸ブチル 

（51）アクロレイン 

（52）アセトン 

（53）エチレンクロルヒドリン 

（54）エチレングリコールモノメチルエーテル 

（55）酢酸アミル 

（56）酢酸エチル 

（57）酢酸ブチル 

（58）2-シアノアクリル酸メチル 

（59）ニトログリセリン 

（60）2-ヒドロキシエチルメタクリレート 

（61）ホルムアルデヒド 

（62）メタクリル酸メチル 

（63）メチルアルコール 

（64）メチルブチルケトン 

（65）硫酸ジメチル 

（66）アクリルアミド 

（67）アクリロニトリル 

（68）エピクロルヒドリン 

（69）酸化エチレン 

（70）ジメチルアセトアミド 

（71）ジメチルホルムアミド 

（72）ヘキサメチレンジイソシアネート 

（73）無水マレイン酸 

（74）シクロヘキサノン 

（75）ジシクロヘキシルメタン-4,4'-ジイソシアネート 
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（76）キシレン 

（77）スチレン 

（78）トルエン 

（79）パラ-tert-ブチルフェノール 

（80）ベンゼン 

（81）塩素化ビフェニル（別名 PCB） 

（82）ベンゼンの塩化物 

（83）アニリン 

（84）4,4'-ジアミノジフェニルメタン 

（85）ジニトロフェノール 

（86）ジメチルアニリン 

（87）トリニトロトルエン 

（88）2,4,6-トリニトロフェニルメチルニトロアミン 

（89）トルイジン 

（90）パラ-ニトロアニリン 

（91）パラ-ニトロクロルベンゼン 

（92）ニトロベンゼン 

（93）パラ-フェニレンジアミン 

（94）フェネチジン 

（95）クレゾール 

（96）クロルヘキシジン 

（97）トリレンジイソシアネート 

（98）1,5-ナフチレンジイソシアネート 

（99）ヒドロキノン 

（100）フェニルフェノール 

（101）フェノール 

（102）オルト-フタロジニトリル 

（103）無水トリメリット酸 

（104）無水フタル酸 

（105）メチレンビスフェニルイソシアネート 

（106）レゾルシン 

（107）1,4-ジオキサン 

（108）テトラヒドロフラン 

（109）ピリジン 

（110）ヘキサヒドロ-1,3,5-トリニトロ-1,3,5-トリアジン 

（111）有機りん化合物 

（112）カーバメート系化合物 

（113）ジチオカーバメート系化合物 

（114）N-(1,1,2,2-テトラクロルエチルチオ)-4-シクロヘキセン-1,2-ジカルボキシミド 
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（115）テトラメチルチウラムジスルフィド 

（116）トリクロルニトロメタン 

（117）N-（トリクロロメチルチオ）-1,2,3,6-テトラヒドロフタルイミド 

（118）パラコート 

（119）パラ-ニトロフェニル＝2,4,6-トリクロルフェニル＝エーテル 

（120）ブラストサイジン S 

（121）6,7,8,9,10,10-ヘキサクロル-1,5,5a,6,9,9a-ヘキサヒドロ-6,9-メタノ-2,4,3-ベンゾジオキサ

チエピン 3-オキシド 

（122）ペンタクロルフェノール 

（123）モノフルオル酢酸ナトリウム 

（124）硫酸ニコチン 

 

２ 検討事項２ 

（１）アセトニトリル 

（２）エタノール 

（３）エチルメチルケトンペルオキシド 

（４）エチレングリコール 

（５）オゾン 

（６）カーボンブラック 

（７）銀及びその水溶性化合物 

（８）酢酸 

（９）2-シアノアクリル酸エチル 

（10）2,4-ジクロロフェノキシ酢酸 

（11）2,4-ジニトロトルエン 

（12）すず及びその化合物 

（13）タングステン及びその水溶性化合物 

（14）チオりん酸 O,O-ジエチル-O-（3,5,6-トリクロロ-2-ピリジル）（別名クロルピリホス） 

（15）銅及びその化合物 

（16）二酸化塩素 

（17）ニトロメタン 

（18）白金及びその水溶性塩 

（19）バリウム及びその水溶性化合物 

（20）ブタン 

（21）プロピルアルコール（イソプロピルアルコール） 

（22）モリブデン及びその化合物 

（23）ロジン 

（24）アルファ-ナフチルアミン及びその塩 

（25）アクリル酸 

（26）アジピン酸 
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（27）亜硝酸イソブチル 

（28）アスファルト 

（29）亜硫酸水素ナトリウム 

（30）アリルアルコール 

（31）アルミニウム及びその水溶性塩 

（32）一酸化二窒素 

（33）ウレタン 

（34）1,1'-エチレン-2,2'-ビピリジニウム＝ジブロミド（別名ジクアット） 

（35）オメガ-クロロアセトフェノン 

（36）クロロエタン(別名塩化エチル） 

（37）2-クロロベンジリデンマロノニトリル 

（38）結晶質シリカ 

（39）鉱油 

（40）固形パラフィン 

（41）酢酸ビニル 

（42）酸化チタン（Ⅳ） 

（43）酸化鉄 

（44）2,2-ジクロロ-1,1,1-トリフルオロエタン（別名 HCFC-123） 

（45）ジチオりん酸 O,O-ジエチル-S-エチルチオメチル（別名ホレート） 

（46）ジチオりん酸 O,O-ジメチル-S-1,2-ビス（エトキシカルボニル）エチル（別名マラチオン） 

（47）ジベンゾイルペルオキシド 

（48）臭化水素 

（49）しゆう酸 

（50）しょう脳 

（51）水酸化カルシウム 

（52）石油ナフサ 

（53）石油ベンジン 

（54）テトラエチルチウラムジスルフィド（別名ジスルフィラム） 

（55）灯油 

（56）トリエタノールアミン 

（57）2,4,5-トリクロロフェノキシ酢酸 

（58）1-ナフチル-N-メチルカルバメート（別名カルバリル） 

（59）ニコチン 

（60）ビス（2-クロロエチル）スルフィド（別名マスタードガス） 

（61）フェノチアジン 

（62）フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）（別名 DEHP） 

（63）2,3-ブタンジオン（別名ジアセチル） 

（64）2-ブロモ-2-クロロ-1,1,1-トリフルオロエタン（別名ハロタン） 

（65）ヘキサクロロエタン 
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（66）ベンゾ[a]アントラセン 

（67）ほう酸及びそのナトリウム塩 

（68）N-メチルカルバミン酸 2,3-ジヒドロ-2,2-ジメチル-7-ベンゾ[b]フラニル（別名カルボフラン） 

（69）N-メチル-2-ピロリドン 

（70）沃素及びその化合物   

（71）ヨードホルム 

（72）りん酸 

（73）りん酸ジメチル＝(E)-1-（N-メチルカルバモイル）-1-プロペン-2-イル（別名モノクロトホス） 

（74）りん酸ジメチル＝1-メトキシカルボニル-1-プロペン-2-イル（別名メビンホス） 

 

３ 検討事項３ 

（１）パラトルエンジアミン（PTD） 

（２）オルトニトロパラフェニレンジアミン（ONPPD） 

（３）パラアミノフェノール（PAP） 

（４）パラアミノアゾベンゼン（PAAB） 

（５）赤色 225 号（R-225） 

（６）過硫酸アンモニウム 

（７）ハイドロキノン 

（８）チオグリコール酸アンモニウム（ATG） 

（９）モノチオグリコール酸グリセロール 

（10）システアミン塩酸塩（CHC） 

（11）コカミドプロピルベタイン（CAPB） 

（12）香料ミックス 

（13）ペルーバルサム 

（14）ケーソン CG 

（15）クロロクレゾール 

（16）硫酸ニッケル 

（17）塩化コバルト 

（18）チウラムミックス 

 

４ 検討事項４ 

 木材粉じんによるがん 
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告示に規定する症状又は障害の表現 

 

１ 自覚症状関係 

 ① 頭痛、めまい、嘔吐等の自覚症状 

 

２ 血液・造血器関係の疾病等 

 ① 造血器障害 

 ② 再生不良性貧血等の造血器障害 

 ③ 溶血性貧血 

 ④ 血色素尿 

⑤ 溶血性貧血又はメトヘモグロビン血 

 

３ 内分泌・代謝関係の疾病等 

① 代謝亢進 

② 低カルシウム血症 

 

４ 精神関係の疾病等 

 ① せん妄、幻覚等の精神障害 

 ② せん妄、躁うつ等の精神障害又は意識障害 

 ③ 焦燥感、記憶減退、不眠等の精神障害 

④ 性格変化、せん妄、幻覚等の精神障害又は意識障害 

 ⑤ せん妄、躁状態等の精神障害又は意識障害 

 

５ 神経系の疾病等 

① 中枢神経系抑制 

② 痙攣 

③ 意識喪失を伴う痙攣 

④ 言語障害、歩行障害、振せん等の神経障害 

⑤ 構語障害 

⑥ 振せん 

⑦ 振せん、歩行障害等の神経障害 

⑧ 協調運動障害 

⑨ 協調運動障害等の神経障害 

⑩ 視覚障害 

⑪ 視神経障害 

⑫ 運動失調 

⑬ 聴力障害 

⑭ 平衡障害 

⑮ 末梢神経障害 

別添２ 
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⑯ 三叉神経障害 

⑰ 四肢末端又は口囲の知覚障害 

⑱ 筋の線維束攣縮 

⑲ 流涎 

⑳ 筋の線維束攣縮、痙攣等の運動神経障害 

㉑ 視覚障害、言語障害、協調運動障害等の神経障害 

㉒ 視覚障害、言語障害、協調運動障害、振せん等の神経障害 

㉓ 縮瞳、流涎、発汗等の自律神経障害 

㉔  昏睡等の意識障害、記憶減退、性格変化、失見当識、幻覚、せん妄等の精神障害又は運動失調、視

覚障害、色視野障害、前庭機能障害等の神経障害 

㉕ 意識混濁等の意識障害、言語障害等の神経障害又は錯乱等の精神障害 

㉖ 意識混濁等の意識障害、言語障害等の神経障害 

㉗ 意識喪失等の意識障害、失見当識等の精神障害又は痙攣等の神経障害 

 

６ 意識障害関係の疾病等 

 ① 意識混濁 

② 意識喪失 

 

７ 眼・付属器の疾病等 

 ① 前眼部障害 

 

８ 循環器系の疾病等 

 ① 狭心症様発作 

 ② 心筋障害 

③ 網膜変化を伴う脳血管障害 

 ④ 血圧降下 

⑤ 不整脈、血圧降下等の循環障害 

 

９ 呼吸器系の疾病等 

 ① 気道障害 

 ② 気道・肺障害 

 ③ 呼吸停止 

④ 呼吸困難 

⑤ 呼吸中枢機能停止 

⑥ 鼻中隔穿孔 

⑦ 嗅覚障害 

⑧ 口腔粘膜障害 

 

10 消化器系の疾病等 
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 ① 嘔吐、下痢等の消化器障害 

 ② 胃腸障害 

 ③ 疝痛、便秘等の胃腸障害 

 ④ 肝障害 

 ⑤ 黄疸 

 ⑥ 門脈圧亢進 

 

11 皮膚の疾病等 

 ① 皮膚障害 

 

12 骨格系の疾病等 

 ① 歯牙酸蝕 

 ② 歯痛 

 ③ 顎骨壊死 

 ④ 骨軟化 

 ⑤ 骨硬化 

 ⑥ 指端骨溶解 

 

13 腎尿路生殖器系の疾病等 

 ① 腎障害 

 ② 網膜変化を伴う腎障害 

③ 生殖機能障害 

 

14 その他 

 ① レイノー現象 

 ② 金属熱 

 ③ アナフィラキシー反応 

④ 粘膜刺激 

⑤ 組織壊死 
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追加の可否についての判断理由 

 

 

表１ 別表第１の２等に新たな症状又は障害を追加するのが適当であるとの結論を得た物質 

No. 化学物質名 追加するのが適当である理由 

1 
弗化水素酸（弗化水

素を含む） 

報告されている症例は急性中毒や事故的ばく露であるが、通常の労働の場に

おいて多発しており、文献も多数報告されている。このため、症状又は障害と

して「低カルシウム血症」及び「組織壊死」を追加することが適当と考えられ

る。 

2 砒化水素 

金属溶錬作業場において、硫酸を用いて金属残留物を除去する作業で発生し

た砒化水素による腎障害が報告されている。ACGIH(2007)では、低濃度の砒素

化合物の慢性ばく露により腎障害をもたらすとされている。そのため、症状又

は障害として「腎障害」を追加することが適当と考えられる。 

3 トリクロルエチレン 

トリクロルエチレンの職業ばく露による皮膚障害は多数報告されており、国

内における報告例も複数見られる。このため、症状又は障害として「皮膚障

害」を追加することが適当と考えられる。 

 

表２ 別表１の２等に新たな症状又は障害を追加する必要がないとの結論を得た物質 

No. 化学物質名 追加する必要がないとした理由 

1 アンモニア 
症例報告は、急性中毒の事例であり、事故的ばく露によるものであることか

ら、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

2 塩酸（塩化水素含む） 

症例報告は、急性中毒の事例や既に列挙されている症状又は障害の事例であ

り、特定条件下におけるものであることから、現時点では追加する必要はない

と考えられる。 

3 過酸化水素 

症例報告は、既に列挙されている症状又は障害によるものや過酸化水素によ

ると特定ができないものであることから、現時点では追加する必要はないと考

えられる。 

4 
ペルオキソ二硫酸アン

モニウム 

症例報告は、既に列挙されている症状又は障害と明確に区別ができないた

め、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

5 
ペルオキソ二硫酸カリ

ウム 

症例報告は、既に列挙されている症状又は障害によるものであることから、

現時点では追加する必要はないと考えられる。 

6 

アルキル水銀化合物

（アルキル基がメチル

基又はエチル基である

ものに限る） 

 症例報告は、急性中毒による症状であるものやアルキル水銀化合物によるか

不明であるものであるため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

別添３ 
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7 
アンチモン及びその化

合物 

アンチモンを含む粉じんのばく露によりじん肺を生じる報告があるが、じん

肺については既に別表第１の２に規定されており、他には新たに追加するもの

はないと考えられる。 

8 塩化亜鉛 
症例報告は、既に列挙されている症状又は障害によるもの及び事故的ばく露

によるものであることから、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

9 
カドミウム及びその化

合物 

報告された症例は経口摂取による大量ばく露の事例であり、通常労働の場に

おいて発生することはないため現時点では追加する必要はない。また、疫学報

告において血圧の上昇が報告されているが、カドミウムばく露との因果関係で

あり、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

10 クロム及びその化合物 

 報告された症例から現在の因果関係を評価するのが難しく、また、クロムの

みによる影響かどうか判断できないため、現時点では追加する必要はないと考

えられる。 

11 
コバルト及びその化合

物 

報告された症例は業務において通常ばく露する状況下におけるものではない

ため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

12 
セレン及びその化合物

（セレン化水素除く） 

消化器系に関する症例報告があるが因果関係が不明であり、現時点では追加

する必要はないと考えられる。 

13 
タリウム及びその化合

物 

神経系に関する症例報告があるが、末梢神経障害は既に告示に規定されてお

りこの内容に含まれると考えられ、他に追加するものはないため、現時点では

新たに追加する必要はないと考えられる。 

14 

鉛及びその化合物（四

アルキル鉛化合物を除

く） 

循環器や生殖機能に関する症例報告があるが、いずれも症状や障害とは見な

せず、現時点では新たに追加する必要はないと考えられる。 

15 

ニッケル及びその化合

物（ニッケルカルボニ

ルを除く） 

ニッケルナノ粒子のばく露による症例があるが、症例数が十分ではなく、因

果関係が不明である。また、疫学報告については混合ばく露だと考えられるた

め、現時点でで新たに追加する必要はないと考えられる。 

16 ニッケルカルボニル 

報告された症例が仮にニッケルカルボニルのばく露により起きた場合であっ

ても現在告示に列挙されている症状又は障害に含まれると考えられるため、現

時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

17 
バナジウム及びその化

合物 

報告された症例は神経行動試験における有意差のみであり、現時点で新たに

追加する必要はないと考えられる。 

18 
砒素及びその化合物

（砒化水素を除く） 

疫学研究による報告において、必ずしも砒素やその化合物が寄与していると

は言えないことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

19 ブチル錫 

報告された症例はブチル錫のばく露によるものと断定することはできないこ

と及びばく露状況が現在の業務にあてはまるとは考えにくいことから、現時点

で新たに追加する必要はないと考えられる。 

20 
ベリリウム及びその化

合物 

症例報告や疫学報告の事例はいずれも既に告示に規定されている症状又は障

害に含まれるため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 
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21 
マンガン及びその化合

物 

報告された症例はマンガンの粉じんによるものと断定することができないこ

と及び現在のばく露状況で発生するとは考えにくいことから、現時点で新たに

追加する必要はないと考えられる。 

22 塩素 

報告された症例は事故的ばく露によるものや既に告示に列挙されているもの

に含まれているものであるため、現時点で新たに追加する必要はないと考えら

れる。 

23 臭素 
報告された症例はばく露との因果関係が不明であるものや事故的ばく露によ

るものであり、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

24 
弗素及びその無機化合

物 

共通して認められる症状又は障害はなく、弗素及びその無機化合物として新

たに追加する必要のある症状又は障害はないと考えられる。 

25 一酸化炭素 
報告された症例は急性ばく露であり労働者に対するものではないため、現時

点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

26 カルシウムシアナミド 
報告された症例は多量ばく露によるものであり職業ばく露による症例ではな

いため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

27 

シアン化水素、シアン

化ナトリウム等のシア

ン化合物 

報告された症例はシアン化合物のばく露と症状又は障害の因果関係が明確で

はないため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

28 二酸化硫黄 
報告された症例はばく露による症状かどうか不明であるため、現時点で新た

に追加する必要はないと考えられる。 

29 二硫化炭素 

報告された症例は既に告示に告示に列挙されている症状又は障害に含まれる

ものや因果関係が不明なものであるため、現時点で新たに追加する必要はない

と考えられる。 

30 ヒドラジン 
報告された症例はヒドラジンのばく露と症状又は障害の因果関係が不明であ

るため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

31 ホスゲン 
報告された症例におけるばく露状況は国内では想定されないため、現時点で

新たに追加する必要はないと考えられる。 

32 ホスフィン 

報告された症例はホスフィンのばく露と症状又は障害の因果関係が不明であ

ること及び極めて稀な事故的ばく露しか想定されないため、現時点で新たに追

加する必要はないと考えられる。 

33 硫化水素 

報告された症例は既に告示に列挙されている症状又は障害に含まれるものや

因果関係が不明なものであるため、現時点で新たに追加する必要はないと考え

られる。 

34 塩化ビニル 

肝障害に関する症例報告や疫学報告があるが、メカニズムが明らかでないこ

と及び疫学的にも十分な知見があるとはいえないことから、現時点で新たに追

加する必要はないと考えられる。 

35 塩化メチル 
報告された症例は事故的ばく露によるものであり、通常労働の場で起こると

は考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 
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36 クロロホルム 
報告された症例は経口摂取であり、職業ばく露に関する症例でないため、現

時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

37 四塩化炭素 
報告された症例は事故的ばく露によるものであり、通常労働の場で起こると

は考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

38 1,2-ジクロルエタン 
報告された症例は既に告示に列挙されている症状又は障害に含まれるため、

現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

39 ジクロルメタン 

報告された症例は事故的ばく露によるものや既に告示に列挙されている症状

又は障害に含まれるものであるため、現時点で新たに追加する必要はないと考

えられる。 

40 臭化メチル 

報告された症例のうち眼や消化器系の疾患については事故的ばく露であり、

通常労働の場で起こるとは考えにくい。生殖機能障害に関する症例報告はエビ

デンスが不十分であることや神経性の可能性が考えられる。したがって、現時

点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

41 

テトラクロルエチレン

（パークロルエチレ

ン） 

報告された症例はテトラクロルエチレンのばく露との因果関係が明確ではな

いため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

42 
1,1,1-トリクロルエタ

ン 

報告された症例は 1,1,1-トリクロルエタンのばく露との因果関係が不明で

あるため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

43 
1,1,2-トリクロルエタ

ン 

1,1,2-トリクロルエタンによる症例がなく、疫学についても不十分であるた

め、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

44 ノルマルヘキサン 
報告された症例はノルマルヘキサン単独のものではないため、現時点で新た

に追加する必要はないと考えられる。 

45 沃化メチル 
皮膚障害に関する症例報告があるが、症例数は少なく、エビデンスとしては

不十分であるため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

46 アクリル酸エチル 
報告された症例はアクリル酸エチルのばく露との因果関係が不明であるた

め、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

47 アクリル酸ブチル 

気道障害に関する症例報告があるが、事故的ばく露によるものであり、通常

労働の場で起こるとは考えにくいため、現時点で新たに追加する必要はないと

考えられる。 

48 アクロレイン 

報告された症例は事故的ばく露によるものであり、通常労働の場で起こると

は考えにくく、症例数も十分でないことから、現時点で新たに追加する必要は

ないと考えられる。 

49 アセトン 
皮膚障害に関する症例が報告されているが、アセトンのばく露との因果関係

が不十分であるため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

50 
エチレンクロルヒドリ

ン 

エチレンクロルヒドリンによる症例がなく、疫学についても不十分であるた

め、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

51 
エチレングリコールモ

ノメチルエーテル 

報告された症例は混合ばく露であり因果関係が不明であるため、現時点で新

たに追加する必要はないと考えられる。 
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52 酢酸アミル 

報告された症例は特殊な試験下における事故例であり、通常労働の場で起こ

るとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられ

る。 

53 酢酸エチル 

報告された症例は事故的ばく露によるものであり、他の原因による症状も加

わっているため、酢酸エチルのみによるものとは考えにくいことから、現時点

で新たに追加する必要はないと考えられる。 

54 酢酸ブチル 

皮膚障害に関する症例が報告されているが、酢酸ブチルのばく露との因果関

係に関する証拠が不十分であるため、現時点で新たに追加する必要はないと考

えられる。 

55 
2-シアノアクリル酸メ

チル 

報告された症例はいずれも点眼による事故的ばく露が原因であり、通常労働

の場で起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと

考えられる。 

56 ニトログリセリン 
報告された症例や疫学研究報告は心疾患等の循環器系障害であるため、狭心

症様発作以外には新たに追加する症状又は障害はないと考えられる。 

57 
2-ヒドロキシエチルメ

タクリレート 

報告された症例は 2-ヒドロキシエチルメタクリレートのばく露との因果関

係が不十分でるため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

58 ホルムアルデヒド 
報告された症例は事故的ばく露によるものであり、通常労働の場で起こると

は考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

59 メタクリル酸メチル 

前眼部障害等に関する症例報告があるが、報告数が少なく知見として不十分

なものやメタクリル酸メチルに特化できないもの等であり、現時点で新たに追

加する必要はないと考えられる。 

60 メチルアルコール 
報告された症例は、メチルアルコールのばく露期間が短く因果関係が不明で

あるため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

61 メチルブチルケトン 

神経系の症例が報告されているが、メチルブチルケトンのばく露と症状の因

果関係に関して証拠が不十分であるため、現時点で新たに追加する必要はない

と考えられる。 

62 硫酸ジメチル 
報告された症例は事故的ばく露によるものであり、通常労働の場で起こると

は考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

63 アクリルアミド 
報告された症例は事故的ばく露によるものであり、通常労働の場で起こると

は考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

64 アクリロニトリル 

報告された症例は、事故的ばく露であり通常労働の場で起こるとは考えにく

いものや不定愁訴と考えられるものであることから、現時点で新たに追加する

必要はないと考えられる。 

65 エピクロルヒドリン 

症例は報告されておらず、疫学報告の結果も染色体異常が出たものであり、

疾病に関する報告ではないため、現時点で新たに追加する必要はないと考えら

れる。 

66 酸化エチレン 
報告された症例は白内障に関する報告であるが、疫学としての証拠が乏しい

ことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 
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67 ジメチルアセトアミド 

報告された症例は事故を含む急性ばく露中毒の事例であり、通常労働の場で

起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えら

れる。 

68 ジメチルホルムアミド 
疫学報告には、遺伝毒性や生殖毒性が示唆されるものがあるが、共通する症

状はないため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

69 
ヘキサメチレンジイソ

シアネート 

報告された症例には混合ばく露が指摘されているものがあることや、共通す

る症状はないことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

70 無水マレイン酸 
報告された症例は１例のみであり、因果関係があるとは認められないため、

現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

71 シクロヘキサノン 

報告された症例に共通した症状はなく、神経系の障害に関する報告について

はシクロヘキサノン単独のばく露によるものかどうか不明であり、現時点で新

たに追加する必要はないと考えられる。 

72 

ジシクロヘキシルメタ

ン-4,4'-ジイソシアネ

ート 

報告された症例は急性中毒であるため、現時点で新たに追加する必要はない

と考えられる。 

73 キシレン 

報告された症例は熱キシレンのばく露に限定された症例であり、通常労働の

場で起きるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考

えられる。 

74 スチレン 
報告された症例の中で共通して現れている症状はないため、現時点で新たに

追加する必要はないと考えられる。 

75 トルエン 

報告された症例のうち前眼部症状については特異的である可能性が考えられ

たが、混合ばく露であると考えられ、因果関係が不明であるため、現時点で新

たに追加する必要はないと考えられる。 

76 
パラ-tert-ブチルフェ

ノール 

気道・肺障害の症例が報告されているが、いずれも十分な知見とはいえない

ことから、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

77 ベンゼン 
報告された症例は非常に高濃度のばく露であり、現在の労働環境で起きると

は考えにくいため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

78 
塩素化ビフェニル（別

名 PCB） 

症例報告はなく疫学報告のみであることから、現時点では追加する必要はな

いと考えられる。 

79 ベンゼンの塩化物 

報告されている症例がなく疫学報告のみであること及びベンゼンの塩化物と

いう名称ではなく、個別の物質ごとに因果関係を検討するべきであることか

ら、ベンゼンの塩化物としては現時点では追加する必要はないと考えられる。 

80 アニリン 

報告された症例は複数の化合物にばく露した症例であり、濃度も不明である

ことから因果関係が明確ではないため、現時点では追加する必要はないと考え

られる。 

81 
4,4'-ジアミノジフェ

ニルメタン 

報告された症例はいずれも急性ばく露の症例であるため、現時点では追加す

る必要はないと考えられる。 
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82 ジニトロフェノール 

報告された症例は事故的ばく露による急性中毒の事例であり、通常労働の場

で起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考え

られる。 

83 ジメチルアニリン 

報告された症例は事故的ばく露による急性中毒の事例であり、通常労働の場

で起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考え

られる。 

84 トリニトロトルエン 
症例報告はなく疫学報告において白内障の報告があるが、十分な知見とはい

えないことから、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

85 

2,4,6-トリニトロフェ

ニルメチルニトロアミ

ン 

報告された症例は最近のものではなく、非常に古い報告であるため知見が不

十分である。このため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

86 トルイジン 

報告された症例は不定愁訴に含まれると考えられるものや皮膚障害について

は症例数が十分でないことから、現時点では追加する必要はないと考えられ

る。 

87 パラ-ニトロアニリン 
報告された症例は事故的ばく露によるものや詳細が不明であるため知見が不

十分なものであるため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

88 
パラ-ニトロクロルベ

ンゼン 

報告された症例及び疫学報告はばく露に関する詳細が不明であり知見が不十

分であるため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

89 ニトロベンゼン 

報告された症例は事故的ばく露によるものや報告自体が古く他の要因の関与

が不明なものであり知見が不十分なものであるため、現時点では追加する必要

はないと考えられる。 

90 
パラ-フェニレンジア

ミン 

報告された症例についてパラ-フェニレンジアミンのみの影響であるかが不

明であり根拠が不十分であることから、現時点では追加する必要はないと考え

られる。 

91 フェネチジン 
報告された症例についてばく露状況が不明であり根拠が不十分であることか

ら、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

92 クレゾール 
報告された症例は既に告示に規定されている症状又は障害に含まれると考え

られるため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

93 クロルヘキシジン 
報告された症例は眼に飛散してばく露したものであるが、症例数が限られて

いるため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

94 
トリレンジイソシアネ

ート 

報告された症例は事故的ばく露による事例であり、通常労働の場で起こると

は考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

95 
1,5-ナフチレンジイソ

シアネート 

報告された症例は健康障害としては重篤であるが、1,5-ナフチレンジイソシ

アネートのばく露との因果関係に関する知見が不十分であり、現時点で新たに

追加する必要はないと考えられる。 

96 ヒドロキノン 

報告された症例に共通のものはなく、報告自体が古く因果関係を判断する根

拠が不十分であることから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられ

る。 



 

17 

 

97 フェニルフェノール 
報告された症例は自殺目的の事例であり、現時点で新たに追加する必要はな

いと考えられる。 

98 フェノール 
報告された症例は自殺目的の事例であり、現時点で新たに追加する必要はな

いと考えられる。 

99 
オルトｰフタロジニト

リル 

報告された症例は古く、当該物質へのばく露が現在起こりえるかどうか判断

する根拠が不十分である。また精神障害については現在既に告示に規定されて

いる症状又は障害に含まれるものであることから、現時点で新たに追加する必

要はないと考えられる。 

100 無水トリメリット酸 

報告された症例のうち呼吸器系に係る症状や疫学報告における症状の多くは

既に告示に規定されている症状又は障害に含まれ、その他の症状については因

果関係が不明であるため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

101 無水フタル酸 
症例報告がなく、疫学報告も検査数値の変化のみであることから、現時点で

新たに追加する必要はないと考えられる。 

102 
メチレンビスフェニル

イソシアネート 

報告された症例は既に告示に規定されている症状又は障害に含まれるものや

事故的ばく露が原因であるものであり、現時点で新たに追加する必要はないと

考えられる。 

103 レゾルシン 
報告された症例はいずれも非職業性の事故的ばく露による症例であり、現時

点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

104 1,4-ジオキサン 
報告された症例について詳細が不明であり、十分な知見とはいえないことか

ら、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

105 テトラヒドロフラン 
報告された症例は混合ばく露の事例が多く因果関係が不明であることから、

現時点では追加する必要はないと考えられる。 

106 ピリジン 
報告された症例は因果関係に関して十分な知見が得られていないことから、

現時点では追加する必要はないと考えられる。 

107 

ヘキサヒドロ-1,3,5-

トリニトロ-1,3,5-ト

リアジン 

報告されている症例に関して既に告示に規定されている症状又は障害以外の

ものであるとする知見が不十分であり、現時点では追加する必要はないと考え

られる。 

108 有機りん化合物 

報告された症例は事故的ばく露であり通常労働の場で起きるとは考えにくい

ものや刺激性によるものと考えられ、現時点では追加する必要はないと考えら

れる。 

109 カーバメート系化合物 

報告された症例は皮膚障害に関するものであるが、カーバメート系化合物と

皮膚障害の因果関係に関する知見が十分ではないため、現時点では追加する必

要はないと考えられる。 

110 
ジチオカーバメート系

化合物 

報告症例はジチオカーバメート系化合物であるマンネブによるものである

が、マンネブのみであるか根拠が不十分なものや混合ばく露によるものであり

因果関係が明確でないものであるため、現時点では追加する必要はないと考え

られる。 
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111 

N-(1,1,2,2-テトラク

ロルエチルチオ)-4-シ

クロヘキセン-1,2-ジ

カルボキシミド 

呼吸器系の症例が報告されているが、いずれも十分な知見とはいえないこと

から、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

112 
テトラメチルチウラム

ジスルフィド 

報告された症例が１例のみであり、疫学報告については因果関係が不明であ

ることから、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

113 
トリクロルニトロメタ

ン 

報告された症例は症状又は障害という程度ではなく、現時点では追加する必

要はないと考えられる。 

114 

N-（トリクロロメチル

チオ）-1,2,3,6-テトラ

ヒドロフタルイミド 

症例報告はなく、疫学報告のみであるが、複数の農薬を使用している事例で

あり因果関係が不明であることから、現時点では追加する必要はないと考えら

れる。 

115 パラコート 
報告された症例は外国におけるものであるが、国内において同様のばく露状

況である可能性は低いため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

116 

パラ-ニトロフェニル

＝2,4,6-トリクロルフ

ェニル＝エーテル 

報告された症例は事故的ばく露によるものであり通常労働の場で起きるとは

考えにくいため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

117 ブラストサイジン S 

皮膚障害に関する症例が報告されているが、ブラストサイジン Sは既に登録

が失効している農薬であり、今後国内でばく露する可能性は低いことから現時

点では追加する必要はないと考えられる。 

118 

6,7,8,9,10,10-ヘキサ

ク ロ ル -

1,5,5a,6,9,9a-ヘキサ

ヒドロ-6,9-メタノ-

2,4,3-ベンゾジオキサ

チエピン 3-オキシド 

報告された症例は事故的ばく露によるものであり通常労働の場で起きるとは

考えにくいため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

119 
ペンタクロルフェノー

ル 

脳機能障害に関する症例が報告されているが、ペンタクロルフェノールは既

に登録が失効している農薬であり、今後国内でばく露する可能性は低いことか

ら、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

120 
モノフルオル酢酸ナト

リウム 

報告された症例は自殺目的の事例であり、現時点で新たに追加する必要はな

いと考えられる。 

121 硫酸ニコチン 

報告された症例のうち皮膚障害については貼り付け試験によるものであり、

その他の症例は事故的ばく露によるものであることから、現時点では追加する

必要はないと考えられる。 
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表３ 別表第１の２等に追加するのが適当であるとの結論を得た物質 

No. 化学物質名 追加するのが適当である理由 

1 二酸化塩素 
国内において、職業性ばく露による気道障害の症例報告が複数あることか

ら、症状又は障害として「気道障害」を追加する事が適当と考えられる。 

2 

2,2-ジクロロ-1,1,1-

トリフルオロエタン

（別名 HCFC-123） 

国内において、職業性ばく露による肝障害の症例報告が複数あることから、

症状又は障害として「肝障害」を追加することが適当と考えられる。 

3 臭化水素 

職業性ばく露による気道障害の症例報告が複数あり、発症の機序が明らかで

あること及び他疾患との鑑別が容易であることから、症状又は障害として「気

道障害」を追加する事が適当と考えられる。 

4 水酸化カルシウム 

国内において、職業性ばく露による皮膚炎や熱傷の症例報告がある。また、

職業性ばく露による角膜損傷に関する症例報告があることから、症状又は障害

として「皮膚障害」及び「前眼部障害」を追加することが適当と考えられる。 

5 ヨウ化メチル 

ヨウ化メチルの職業性ばく露による症例報告が複数あることから、ヨウ化メ

チルによる症状又は障害として「中枢神経系抑制」を追加することが適当と考

えられる。 

 

表４ 別表１の２等に追加する必要がないとの結論を得た物質 

No. 化学物質名 追加する必要がないとした理由 

1 アセトニトリル 
報告された症例は自殺目的の事例であり、現時点で新たに追加する

必要はないと考えられる。 

2 エタノール 

報告された症例はエタノールを医療用として使用した際の症例及び

消毒用エタノールを誤飲した症例であり、通常労働の場で起こるとは

考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと考えられ

る。 

3 
エチルメチルケトンペル

オキシド 

報告された症例は意図的に大量摂取した事例であり、通常労働の場

で起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はな

いと考えられる。 

4 エチレングリコール 

報告された症例は誤飲及び意図的摂取による事例であり、通常労働

の場で起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要

はないと考えられる。 

5 オゾン 

症例は報告されていないが、疫学報告において大気汚染による影響

を検討しており、職業ばく露を想定しているものではないため、現時

点で新たに追加する必要はないと考えられる。 
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6 カーボンブラック 

報告されている症例のうちじん肺については、既に別表第１の２に

規定されており、他の症例については遺伝子損傷であり、十分な知見

とはいえないことから、現時点では追加する必要はないと考えられ

る。 

7 銀及びその水溶性化合物 

報告された症例は意図的摂取による事例であり、通常労働の場で起

こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はないと

考えられる。 

8 酢酸 

報告された症例は手術時に高濃度酢酸を誤用した事例であること及

び通常労働の場で起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追

加する必要はないと考えられる。 

9 
2-シアノアクリル酸エチ

ル 

報告された症例は化粧品の付着による皮膚障害の事例であり、通常

労働の場で起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する

必要はないと考えられる。 

10 
2,4-ジクロロフェノキシ

酢酸 

症例は報告されていないが、疫学報告では胎内ばく露及び軍事目的

の散布によるばく露事例が検討されており、労働の場ではないことか

ら、現時点で新たに追加する必要はないと考えられる。 

11 2,4-ジニトロトルエン 

症例は報告されていないが、アメリカ合衆国産業衛生専門家会議

（ACGIH）によりメトヘモグロビン血症を予防するための作業環境許

容濃度が提案されている。しかしながら、全て動物実験を根拠として

おり、十分な知見とはいえないことから、現時点では追加する必要は

ないと考えられる。 

12 すず及びその化合物 

明らかな職業性ばく露による症例報告は１件のみであり、疫学調査

もなく十分な知見とはいえないことから、現時点では追加する必要は

ないと考えられる。 

13 
タングステン及びその水

溶性化合物 

呼吸器系に関する症例報告があるが、炭化タングステン等の金属炭

化物によって発生する気管支肺疾患については既に告示に列挙されて

おり、これ以外に現時点で十分な知見が得られているものはなく新た

に追加する必要はないと考えられる。 

14 

チオりん酸 O,O-ジエチル-

O-（3,5,6-トリクロロ-2-

ピリジル）（別名クロルピ

リホス） 

神経系に関する症例報告が１件あるが、チオりん酸 O,O-ジエチル-

O-（3,5,6-トリクロロ-2-ピリジル）の職業ばく露により遅発性神経

毒性が引き起こされるメカニズムが不確かであり、十分な知見が得ら

れていないことから、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

15 銅及びその化合物 

報告された症例は誤飲及び自殺目的の事例であり、通常労働の場で

起こるとは考えにくいことから、現時点で新たに追加する必要はない

と考えられる。また、疫学報告についても横断研究であるため十分な

知見とはいえないことから、現時点では追加する必要はないと考えら

れる。 



 

21 

 

16 ニトロメタン 

神経系に関する症例報告が１件のみであり、ヒトのエビデンスがな

く、十分な知見が得られているとは言えないことから、現時点では追

加する必要はないと考えられる。 

17 白金及びその水溶性塩 

職業性ばく露に関する疫学報告では気道障害の事例があるが、発症

例は少なく、原因物質を特定できてはいないため、現時点では追加す

る必要はないと考えられる。 

18 
バリウム及びその水溶性

化合物 

各物質に関する症例報告や疫学報告は件数が少なく知見として十分

でないものや事故的ばく露によるものであり、現時点では追加する必

要はないと考えられる。 

19 ブタン 

報告された症例は事故的にばく露した事例や意図的にばく露した事

例であり、通常労働の場で起こるとは考えにくいことから、現時点で

新たに追加する必要はないと考えられる。 

20 
プロピルアルコール（イソ

プロピルアルコール） 

報告された症例は事故的ばく露によるものであることから、現時点

では追加する必要はないと考えられる。 

21 
モリブデン及びその化合

物 

症例は報告されておらず疫学報告のみであるが、モリブデン及びそ

の化合物のばく露経路が不明であり、職業ばく露によるものかが不明

である。このため、現時点で新たに追加する必要はないと考えられ

る。 

22 ロジン 

皮膚障害に関する症例報告があるが、症例数は少なく十分とは言え

ない。また原因物質が特定されておらず、因果関係に関して十分な知

見とは言えないため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

23 
アルファ-フチルアミン及

びその塩 

症例報告はなく疫学報告が１件あるが、アルファ-ナフチルアミン

のみのばく露ではなく、複数物質への混合ばく露によるものであり、

アルファ-ナフチルアミンによるものか因果関係を判断するには十分

な知見とは言えないことから、現時点では追加する必要はないと考え

られる。 

24 アクリル酸 

報告された症例は心電図の電極に不純物として残留していたものが

原因であり、職業ばく露ではないことから、現時点では追加する必要

はないと考えられる。 

25 アジピン酸 
皮膚症状に関する症例報告１件のみであり、知見として十分とはい

えないことから、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

26 亜硝酸イソブチル 

報告された症例はいずれも誤飲又は意図的ばく露によるものであ

り、通常労働の場で起こるとは考えにくいことから、現時点では追加

する必要はないと考えられる。 
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27 アスファルト 

皮膚障害や肺機能低下に関する症例報告はあるが、症例数が少なく

十分な知見とは言えない。また、肺機能低下に関する文献では混合ば

く露が指摘されている。よって、現時点では追加する必要はないと考

えられる。 

28 亜硫酸水素ナトリウム 

報告された症例は亜硫酸水素ナトリウム単独のばく露による事例で

はなく、因果関係が不明であり十分な知見とは言えないことから、現

時点では追加する必要はないと考えられる。 

29 アリルアルコール 

報告された症例はアリルアルコールを意図的に摂取した事故事例で

あり、通常労働の場で起こるとは考えにくいことから、現時点では追

加する必要はないと考えられる。 

30 
アルミニウム及びその水

溶性塩 

国内におけるアルミニウムの精錬作業はほとんど終了しており、国

内で職業ばく露する可能性は極めて低いと考えられるため、現時点で

は追加する必要はないと考えられる。 

31 一酸化二窒素 

報告された症例は意図的な吸入ばく露による事例であり、通常労働

の場で起こるとは考えにくいことから、現時点では追加する必要はな

いと考えられる。 

32 ウレタン 

症例報告は皮膚症状に関するもの１件のみであり、ウレタンとの因

果関係を判断するには十分な知見とは言えないことから、現時点では

追加する必要はないと考えられる。 

33 

1,1'-エチレン-2,2'-ビピ

リジニウム＝ジブロミド

（別名ジクアット） 

報告された症例は事故的又は意図的なばく露による急性中毒の事例

であり、通常労働の場で起こるとは考えにくいことから、現時点では

追加する必要はないと考えられる。 

34 
オメガ-クロロアセトフェ

ノン 

報告された症例は催涙剤の漏出による事例であり、職業ばく露によ

って生じている事例ではなく、通常労働の場で起こるとは考えにくい

ことから、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

35 
クロロエタン(別名塩化エ

チル） 

報告された症例はいずれも医療におけるばく露であり、職業ばく露

の事例ではなく、通常労働の場で起こると判断する十分な知見ではな

いことから、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

36 
2-クロロベンジリデンマ

ロノニトリル 

報告された症例は催涙剤の訓練における事例であり、１件のみであ

ることから知見として十分とは言えないこと及び通常労働の場で起こ

るとは考えにくいことから、現時点では追加する必要はないと考えら

れる。 

37 結晶質シリカ 
報告された症例のうちじん肺については既に告示に規定されてい

る。それ以外の症例報告や疫学報告については、報告数が少なく十分
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な知見とは言えないことから、現時点では追加する必要はないと考え

られる。 

38 鉱油 

報告された症例は農作業や自殺目的、事故的ばく露等による事例で

あり、通常労働の場で起こるとは考えにくいことから、現時点では追

加する必要はないと考えられる。 

39 固形パラフィン 

国内における症例は１件あるが稀なケースであり、症例として十分

ではなく、知見としては不十分であるため、現時点では追加する必要

はないと考えられる。 

40 酢酸ビニル 

報告された症例は事故的ばく露による事例であり、通常労働の場で

起こるとは考えにくいことから、現時点では追加する必要はないと考

えられる。 

41 酸化チタン（Ⅳ） 

報告された症例は誤飲及び治療目的のばく露による事例であるた

め、通常労働の場で起こるとは考えにくいことから、現時点では追加

する必要はないと考えられる。 

42 酸化鉄 

報告された症例は口紅の使用による事例であり、通常労働の場には

該当しない。また、疫学報告は酸化鉄粉じんへのばく露状況が不明で

あることから十分な知見とは言えず、現時点では追加する必要はない

と考えられる。 

43 

ジチオりん酸 O,O-ジエチ

ル-S-エチルチオメチル

（別名ホレート） 

ホレートは国内において農薬としての使用が禁止されており、今後

同様の事例が発生する見込みは低いため、現時点では追加する必要は

ないと考えられる。 

44 

ジチオりん酸 O,O-ジメチ

ル-S-1,2-ビス（エトキシ

カルボニル）エチル（別名

マラチオン） 

報告された症例は有機りん中毒患者の処置を行った際の二次被害に

関する事例であるが、マラチオンによるものとするには知見が十分と

は言えない。また、疫学報告についてはマラチオンのみのばく露では

ない可能性が考えられ、マラチオンのみによるものとするには知見が

不十分であることから、現時点では追加する必要はないと考えられ

る。 

45 
ジベンゾイルペルオキシ

ド 

報告された症例は職業ばく露における事例ではなく、疫学報告もな

いことから、因果関係を判断するには十分な知見とは言えず、現時点

では追加する必要はないと考えられる。 

46 しゆう酸 

報告された症例は自殺目的の大量摂取事例であり、通常労働の場で

起こるとは考えにくいことから、現時点では追加する必要はないと考

えられる。 
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47 しょう脳 
報告された症例は幼児による誤投与等であり、労働現場で生じるも

のではないため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

48 石油ナフサ 

報告された症例は誤飲による急性中毒の事例であり、通常労働の場

で起こるとは考えにくいことから、現時点では追加する必要はないと

考えられる。 

49 石油ベンジン 

報告された症例は自殺目的や医療用途のばく露であり、労働現場で

生じるものではないため、現時点では追加する必要はないと考えられ

る。 

50 

テトラエチルチウラムジ

スルフィド（別名ジスルフ

ィラム） 

報告された症例は治療薬として投与されたジスルフィラムによる中

毒症であり、労働現場で生じるものではないため、現時点では追加す

る必要はないと考えられる。 

51 灯油 

灯油により皮膚障害が発生している事例は多く認められるが、大半

が事故事例であり、職業ばく露の事例は限られるため、現時点では追

加する必要はないと考えられる。 

52 トリエタノールアミン 

トリエタノールアミンの職業ばく露による皮膚障害に関する症例報

告はあるが、報告数は十分とは言えないことから、現時点では追加す

る必要はないと考えられる。 

53 
2,4,5-トリクロロフェノ

キシ酢酸 

2,4,5-トリクロロフェノキシ酢酸は国内において販売が禁止されて

いる農薬であり、今後同様の事例が発生する見込みは低いため、現時

点では追加する必要はないと考えられる。 

54 

1-ナフチル-N-メチルカル

バメート（別名カルバリ

ル） 

症例報告はなく、症例対象研究による疫学報告のみであるが、農薬

散布による事例であり職業性ばく露ではないこと及び疾患とばく露の

関連も不明であるため、現時点では追加する必要はないと考えられ

る。 

55 ニコチン 

症例報告はなく、症例対照研究による疫学報告があるが、海外の農

業従事者のばく露事例であり、国内の労働の場に該当するか知見が十

分でないこと及びニコチン中毒の症状と考えられるため、現時点では

追加する必要はないと考えられる。 

56 

ビス（2-クロロエチル）ス

ルフィド（別名マスタード

ガス） 

報告された症例は毒ガス兵器の破損による事故的ばく露の事例であ

り、職業性ばく露には該当しないため、現時点では追加する必要はな

いと考えられる。 

57 フェノチアジン 

報告された症例は自殺目的でばく露した事例であり、労働現場で生

じるものではないため、現時点では追加する必要はないと考えられ

る。 
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58 
フタル酸ビス（2-エチルヘ

キシル）（別名 DEHP） 

症例報告はなく、メタ解析による疫学報告があるが、労働環境にお

けるばく露ではなく環境ばく露によるものであるため、現時点では追

加する必要はないと考えられる。 

59 
2,3-ブタンジオン（別名ジ

アセチル） 

呼吸器疾患に関して、国内で労災認定された事例が１件あるがこれ

以外には報告がなく、国内でのばく露状況も不明な点が多いため、現

時点では追加する必要はないと考えられる。 

60 

2- ブ ロ モ -2- ク ロ ロ -

1,1,1-トリフルオロエタ

ン（別名ハロタン） 

報告された症例は医療用の麻酔として使用された際のばく露事例で

あり、職業性ばく露には該当しないため、現時点では追加する必要は

ないと考えられる。 

61 ヘキサクロロエタン 

報告された症例は兵士としてのばく露事例であり、国内の通常の労

働現場で生じるものではないため、現時点では追加する必要はないと

考えられる。 

62 ベンゾ[a]アントラセン 

症例報告はなく、コホート研究による疫学報告があるが、職業ばく

露ではなく環境ばく露によるものであり、現時点では追加する必要は

ないと考えられる。 

63 
ほう酸及びそのナトリウ

ム塩 

ほう酸の職業性ばく露による症例がほとんどなく、国内におけるホ

ウ酸の取り扱い状況が限定的であることから、現時点では追加する必

要はないと考えられる。 

64 

N-メチルカルバミン酸

2,3-ジヒドロ-2,2-ジメチ

ル-7-ベンゾ[b]フラニル

（別名カルボフラン） 

報告された症例は自殺目的や意図的なばく露による事例であり、通

常の労働現場で生じるものではないため、現時点では追加する必要は

ないと考えられる。 

65 N-メチル-2-ピロリドン 

皮膚障害に関する症例報告があるが、職業性ばく露による症例が十

分ではないことから知見として不十分であり、現時点では追加する必

要はないと考えられる。 

66 ヨードホルム 

報告された症例は医療用として使用された場合にばく露した事例で

あり、通常の労働現場で生じるものではないため、現時点では追加す

る必要はないと考えられる。 

67 りん酸 

報告された症例はコーラの過剰摂取による事例であり、通常の労働

現場で生じるものではないため、現時点では追加する必要はないと考

えられる。 
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68 

りん酸ジメチル＝(E)-1-

（N-メチルカルバモイル）

-1-プロペン-2-イル（別名

モノクロトホス） 

報告された症例は既に登録が失効された農薬にばく露した事例であ

り、通常の労働現場で生じるものではないため、現時点では追加する

必要はないと考えられる。 

69 

りん酸ジメチル＝1-メト

キシカルボニル-1-プロペ

ン-2-イル（別名メビンホ

ス） 

症例報告はなく、疫学報告のみであるが、国内において登録されて

いない農薬による事例であり、疾病との因果関係も不十分であるた

め、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

 

表５ 別表第１の２等に追加するのが適当であるとの結論を得た物質 

No. 化学物質名 追加するのが適当である理由 

1 
パラトルエンジアミン

（PTD） 

国内において、職業性ばく露による皮膚障害の症例報告が複数あることか

ら、症状又は障害として「皮膚障害」を追加する事が適当と考えられる。 

2 
チオグリコール酸アン

モニウム 

国内において、職業性ばく露による皮膚障害の症例報告が複数あることか

ら、症状又は障害として「皮膚障害」を追加する事が適当と考えられる。 

 

表６ 別表１の２等に追加する必要がないとの結論を得た物質 

No. 化学物質名 追加する必要がないとした理由 

1 

オルトニトロパラフェ

ニ レ ン ジ ア ミ ン

（ONPPD） 

日本人を対象とした皮膚炎に関する文献があるが、パラフェニレンジア

ミンとの交差反応かどうか判断ができないとされており知見として不十分

であるため現時点では追加する必要はないと考えられる。 

2 
パラアミノフェノール

（PAP） 

海外における症例報告や疫学報告はあるが、国内における職業性ばく露

に関する知見が不十分であること及びパラフェニレンジアミンとの交差反

応かどうか判断できないとされており、知見として不十分であるため現時

点では追加する必要はないと考えられる。 

3 
パラアミノアゾベンゼ

ン（PAAB） 

疫学報告があるが、アゾ染料との交差反応を論じており、パラアミノア

ゾベンゼンのみの影響によるかは不明であり、知見として十分とは言えな

いことから現時点では追加する必要はないと考えられる。 

4 赤色 225 号（R-225） 

症例報告はなく、疫学報告１件のみであるが、発症例が少ないこと及び

交差反応の可能性が指摘されているため、知見として十分とは言えないこ

とから現時点では追加する必要はないと考えられる。 
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5 過硫酸アンモニウム 

既に告示に皮膚障害又は気道障害が規定されているが、他に追加すべき

症状又は障害はなく、現時点では新たに追加する必要はないと考えられ

る。 

6 ハイドロキノン 
既に告示に皮膚障害が規定されているが、他に追加すべき症状又は障害

はなく、現時点では新たに追加する必要はないと考えられる。 

7 
モノチオグリコール酸

グリセロール 

海外における症例報告や疫学報告はあるが国内における使用量が減少し

ており、今後国内において理美容師の職業性ばく露による事例が発生する

可能性は低いため、現時点では追加する必要はないと考えられる。 

8 
システアミン塩酸塩

（CHC） 

国内における症例報告があるが、発生機序に不明な点があり、知見とし

て十分とは言えないことから現時点では追加する必要はないと考えられ

る。 

9 
コカミドプロピルベタ

イン（CAPB） 

コカミドプロピルベタインは皮膚のバリア機能を破壊する作用があり、

この物質自体はアレルゲンではない可能性が高いと考えられている。した

がって、現時点では新たに追加する必要はないと考えられる。 

10 香料ミックス 

香料ミックスは複数の化学物質からなる混合物であり、告示への規定に

なじまないことから、現時点では新たに追加する必要はないと考えられ

る。 

11 ペルーバルサム 

職業性ばく露に関する症例があまりなく、他の物質との交差反応の影響

も指摘されており因果関係が明確ではないことから、現時点では新たに追

加する必要はないと考えられる。 

12 ケーソン CG 

職業性ばく露に関する症例があまりなく、他の物質との交差反応の影響

も指摘されており因果関係が明確ではないことから、現時点では新たに追

加する必要はないと考えられる。 

13 クロロクレゾール 
皮膚障害に関する症例報告や疫学報告は報告されていないため、現時点

では追加する必要はないと考えられる。 

14 硫酸ニッケル 
既に告示に皮膚障害が規定されているが、他に追加すべき症状又は障害

はなく、現時点では新たに追加する必要はないと考えられる。 

15 塩化コバルト 

既に告示に皮膚障害又は気道・肺障害が規定されているが、他に追加す

べき症状又は障害はなく、現時点では新たに追加する必要はないと考えら

れる。 

16 チウラムミックス 

チウラムミックスは複数の化学物質から成る混合物であり、告示への規

定になじまないことから、現時点では新たに追加する必要はないと考えら

れる。 
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化学物質に関する基本情報（検討事項１の検討対象物質） 

 

（１）アンモニア 

①CAS  No：7664-41-7 

  ②化学式：NH3 

  ③別名：無水アンモニア、アンモニアガス 

  ④物性：気体、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：農業用の液体肥料、窒素質肥料、化学繊維（レーヨン、ナイロン） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：25ppm 17mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 25ppm  

TLV-STEL 35ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、大気汚染防止法、船舶安全法、航空法、労働基

準法 

 

（２）塩酸（塩化水素含む） 

①CAS  No：7647-01-0 

  ②化学式：HCl 

  ③別名：無水塩酸 

  ④物性：気体（圧縮液化ガス）、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：エッチング用、分析用試薬、医薬・農薬・染料・香料・などの原料、食品製造用、排水

処理用、ジクロロエタン原料、染料・香料・医薬・農薬・無機薬品製造原料、食品製造

用、排水処理 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５ppm 7.5mg/m3 (最大許容濃度）(2009 年度版) 

ＡＣＧＩＨ：TLV-STEL（C) ２ppm (2009 年版) 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、船舶安全法、

航空法、労働基準法 

 

（３）過酸化水素 

①CAS  No：7722-84-1 

  ②化学式：H2O2 

  ③別名：オキシフル、オキシドール 

  ④物性：液体、無色、無臭またはオゾン臭 

  ⑤主な用途：漂白剤（紙・パルプ、天然繊維）、工業薬品（酸化剤及び可塑剤、ゴム薬品、公害処理

などの還元剤）、医薬品（酸化剤、殺菌剤）、食品（水産加工の漂白殺菌剤、酸化漂白

剤、その他各種漂白剤）、ロケット燃料（90％品） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

別添４ 
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ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（４）弗化水素酸（弗化水素含む） 

①CAS  No：7664-39-3 

  ②化学式：HF 

  ③別名：フッ酸 

  ④物性：事実上の気体、無色、強い刺激臭 

  ⑤主な用途：触媒（重合、加水分解）、冷媒（フロンガス）原料、フッ素樹脂原料、フッ素化合物原

料、半導体（高純度）のエッチング用 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：(最大許容濃度）３ppm、2.5 mg/m3（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5ppm 0.41mg/m3 ＊ 

TLV-Ceiling limit ２ppm 1.64mg/m3 ＊ 

＊ Hydrogen fluoride, as F (skin)（2017 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、化学物質排出把握管理促進法（以下「ＰＲＴＲ法」という。）、毒物

及び劇物取締法、消防法、高圧ガス保安法、航空法、船舶安全法、港則法、水道法、下

水道法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、土壌汚染対策法、労働基準法 

 

（５）ペルオキソ二硫酸アンモニウム 

①CAS  No：7727-54-0 

  ②化学式：H8N2O8S2 

  ③別名：過硫酸アンモニウム 

  ④物性：無色の結晶又は白色の粉末、無臭-弱い不快臭 

  ⑤主な用途：酸化漂白剤、パイポ除去剤、金属の表面処理剤、小麦粉処理剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3 （過硫酸として）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（６）ペルオキソ二硫酸カリウム 

①CAS  No：7727-21-1 

  ②化学式：K2S2O8 

  ③別名：過硫酸カリウム 

  ④物性：無色-白色結晶、無臭 

  ⑤主な用途：合成樹脂重合触媒、酸化剤、漂白剤、写真薬、分析試薬など 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3 (as persulfate) （2005 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（７）アルキル水銀化合物（アルキル基がメチル基又はエチル基であるものに限る） 

（ジメチル水銀） 

①CAS  No：593-74-8 

  ②化学式：C2H6Hg 

  ③別名：― 

  ④物性：液体、無色 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01mg/m3 (Hg として)  

TLV-STEL 0.03mg/m3 (Hg として)  

（アルキル水銀化合物）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、水道法、港則法、下水道法、航空法、道路法、毒物及び劇物取締法、

消防法、水質汚濁防止法、船舶安全法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、

外国為替及び外国貿易管理法、特定廃棄物輸出入規制法（以下「バーゼル法」という。）、

労働基準法、土壌汚染対策法 

（ジエチル水銀） 

①CAS  No：627-44-1 

  ②化学式：C4H10Hg 

  ③別名：― 

  ④物性：液体、無色、ハシバミ（hazel）様の臭い 

  ⑤主な用途：試薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01mg/m3（Hgとして） 

TLV-STEL 0.03mg/m3（Hgとして）（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、水質汚濁防止法、土壌汚

染対策法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（８）アンチモン及びその化合物 

①CAS  No：7440-36-0 

  ②化学式：Sb 

  ③別名：アンチモン粉末 

  ④物性：銀-白色で光沢があり、堅いが脆い金属、又は濃灰色の粉末   

  ⑤主な用途：活版印刷用の活字、バッテリーの電極の鉛合金、半導体、潤滑剤、ケーブル被覆材料、

陶器、ガラス 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：0.1mg/m3（2006 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（2006 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、労働基準法、船舶安全法、航空法 

 

（９）塩化亜鉛 

①CAS  No：7646-85-7 

  ②化学式：ZnCl2 

  ③別名：二塩化亜鉛 

  ④物性：様々な形状の吸湿性の固体、白色 

  ⑤主な用途：乾電池、染料・農薬の合成用、塩化亜鉛法活性炭の賦活剤、メッキ、アクリル系合成繊

維、ファイバー（板）紙、布製品難燃化、軽金属脱酸、はんだ付け前脱酸処理、塩化ビ

ニル触媒、水処理薬品、金属石けん、医用薬品（脱臭剤、アストリンゼン、脱水剤など）、

化粧品原料など 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １mg/m3（ヒューム） 

TLV-STEL ２mg/m3（ヒューム）（2013 年版） 

  ⑦適用法令：ＰＲＴＲ法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、消防法、大気汚染防止法、水質汚

濁防止法、下水道法、水道法、航空法、船舶安全法、港則法、労働基準法 

 

（10）カドミウム及びその化合物 

①CAS  No：7440-43-9 

  ②化学式：Cd 

  ③別名：― 

  ④物性：銀白色で青味を帯びた光沢のある金属 

  ⑤主な用途：カドミ系顔料、ニッケル・カドミ電池、合金、メッキ 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.05mg/m3（カドミウムとして）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01mg/m3（Cdとして）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法 

 

（11）クロム及びその化合物 

①CAS  No：7440-47-3 

  ②化学式：Cr 

  ③別名：クロミウム 

  ④物性：灰色の粉末 

  ⑤主な用途：ステンレス鋼、スーパーアロイ、クロム化合物（重クロム酸ソーダ、無水クロム酸等） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.5mg/m3（金属クロム）（2005 年度版） 
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ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3 （Metal） （2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法 

 

（12）コバルト及びその化合物 

①CAS  No：7440-48-4 

  ②化学式：Co 

  ③別名：― 

  ④物性：灰白色六方晶系結晶粉末、無臭 

  ⑤主な用途：磁性材料、特殊鋼、超硬工具、触媒、合金、メッキの原料、乾燥剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.05mg/m3（Co として） 

生物学的許容値 血液中コバルト ３μg/L（2012 年版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.02mg/m3（Co として） 

尿中コバルト 15μg/L 

血液中コバルト １μg/L（2012 年度版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 

 

（13）セレン及びその化合物（セレン化水素除く） 

①CAS  No：7782-49-2 

  ②化学式：Se 

  ③別名：― 

  ④物性：濃赤茶～帯青黒色の非晶形固体、赤色透明の結晶、金属質の灰～黒色の結晶、無臭 

  ⑤主な用途：乾式複写機感光体、熱線吸収板ガラスの着色剤、鉛ガラスの消色剤、赤色顔料の原料、

電子製品、テレビ用カメラ・光電セル計算機の磁器コア、太陽電池（整流器，リレー）、

触媒、動物飼料の添加物 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1mg/m3（セレン、及びセレン化合物） 

＊セレン化水素、六フッ素化セレンを除く（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.2mg/m3 

TLV-STEL - ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、労働基準法 

 

（14）タリウム及びその化合物 

①CAS  No：7440-28-0 

  ②化学式：Tl 

  ③別名：― 

  ④物性：帯青白色の非常にやわらかい金属、無臭 

  ⑤主な用途：化学薬品、極地の温度計やスイッチ、耐食性合金、特殊ヒューズ 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3（skin）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 

 

（15）鉛及びその化合物（四アルキル鉛化合物を除く） 

①CAS  No：7439-92-1 

  ②化学式：Pb 

  ③別名：鉛金属、プルンブン 

  ④物性：様々な形状の帯青白色あるいは銀灰色の固体 

  ⑤主な用途：鉛管・板、蓄電池、電線被覆、リサージ、鉛丹、鉛白、ハンダ、活字 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1mg/m3（鉛及び鉛化合物、アルキル鉛を除く、鉛として）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05mg/m3（鉛及びその無機化合物、Pb として）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、労働基準法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、土壌汚

染対策法 

 

（16）ニッケル及びその化合物（ニッケルカルボニルを除く） 

①CAS  No：7440-02-0 

  ②化学式：Ni 

  ③別名：― 

  ④物性：固体 

  ⑤主な用途：ステンレス鋼、特殊鋼、メッキ（電気メッキ、化学メッキ）、電池（ニッケル水素電池、

ニカド電池）、非鉄合金（管球・半導体材料、サーミスタ、形状記憶合金、バネ材料）、

磁性材料（アルニコ磁石・軟質磁性材料）、その他（触媒、粉末冶金用原料、貨幣、ガ

ラス・陶器の着色料等） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１mg/m3（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 1.5mg/m3（インハラブル粒子）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（17）ニッケルカルボニル 

①CAS  No：13463-39-3 

②化学式：C4NiO4 

③別名：ニッケルテトラカルボニル、テトラカルボニルニッケル 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：有機合成触媒，純ニッケルの製造 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.001ppm 0.007mg/m3（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05ppm（Ni）（2005 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、大気汚染防

止法、船舶安全法、船舶安全法 

 

（18）バナジウム及びその化合物 

①CAS  No：7440-62-2 

  ②化学式：V 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（19）砒化水素 

①CAS  No：7784-42-1 

  ②化学式：AsH3 

  ③別名：アルシン 

  ④物性：気体、無色、特異臭 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.01ppm 0.032mg/m3 / 最大値 0.1ppm 0.32mg/m3（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.005ppm（2007 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、ＰＲＴＲ法、

消防法、船舶安全法、航空法、港則法、労働基準法、道路法、下水道法、廃棄物の処理

及び清掃に関する法律 

 

（20）砒素及びその化合物（砒化水素を除く） 

①CAS  No：7440-38-2 

  ②化学式：As 

  ③別名：― 

  ④物性：固体、灰色 

  ⑤主な用途：半導体原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：過剰発がん生涯リスクレベル 10E-3 評価値 ３μg/m3（As として） 

過剰発がん生涯リスクレベル 10E-4 評価値 0.3μg/m3（As として） 

（2008 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01mg/m3（Asとして）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、ＰＲＴＲ法、
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船舶安全法、航空法、港則法、労働基準法 

 

（21）ブチル錫 

（テトラブチルスズ） 

①CAS  No：1461-25-2 

  ②化学式：C16H36Sn 

  ③別名：テトラブチルスタンナン、テトラ-n-ブチルスズ、テトラブチルスズ(Ⅳ) 

  ④物性：液体、無色、特異臭 

  ⑤主な用途：各種安定剤，重合触媒、各種ブチルスズ誘導体の合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2012 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3 

TLV-STEL 0.2mg/m3（skin）（有機化合物、スズとして）（2012 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、消防法、船舶安全法、航空法、海洋汚染防止法 

 

（22）ベリリウム及びその化合物 

①CAS  No：7440-41-7 

  ②化学式：Be 

  ③別名：グルシ二ウム 

  ④物性：灰色-白色の粉末 

  ⑤主な用途：合金 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.002mg/m3（Beとして）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.002mg/m3（Be として） 

TLV-STEL 0.01mg/m3（Beとして）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 

 

（23）マンガン及びその化合物 

①CAS  No：7439-96-5 

  ②化学式：Mn 

  ③別名：― 

  ④物性：白色-灰色 

  ⑤主な用途：ステンレス、特殊鋼の脱酸及び添加剤、アルミニウム、銅などの非金属の添加剤及び溶

接棒の被覆材用など 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.3mg/m3（吸入性粉じん・Mn として）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.2mg/m3（Mnとして）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 
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（24）塩素 

①CAS  No：7782-50-5 

  ②化学式：Cl2 

  ③別名：― 

  ④物性：気体、帯緑色-黄色、刺激臭 

  ⑤主な用途：塩化ビニル、塩素系溶剤などの有機塩素化合物及び無機塩素化合物の原料、紙・パルプ

繊維の漂白、上下水道の消毒殺菌、香料医薬品、農薬の製造、鉱石製錬や金属の回収、

粘土ケイ砂などの鉄分除去 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：最大許容濃度 0.5ppm 1.5mg/m3（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5ppm 

           TLV-STEL １ppm（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、毒物及び劇物取締法、高圧ガス保安法、大気汚染防止法、

船舶安全法、航空法 

 

（25）臭素 

①CAS  No：7726-95-6 

  ②化学式：Br2 

  ③別名：― 

  ④物性：液体、発煙性、赤-茶色、刺激臭 

  ⑤主な用途：農薬（土壌及び植物のくん蒸剤、メチルブロマイド、その他臭素配合剤）、プラスチッ

ク（テレビ・電卓などの家庭電器類器具）、化学合成繊維の難燃剤及び工業薬品（臭化

物） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1ppm 

TLV-STEL 0.2ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、航空法、船舶安全法、労

働基準法 

 

（26）弗素及びその無機化合物 

①CAS  No：7782-41-4 

  ②化学式：F2 

  ③別名：二フッ素 

  ④物性：気体、黄色、刺激臭 

  ⑤主な用途：フッ素化合物原料、有機化合物フッ素化剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm 1.6 mg/m3 
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TLV-STEL ２ppm 3.1 mg/m3（2017 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、高圧ガス保安法、道路法、港則法、航空法、船舶安全法、水道法、下

水道法、水質汚濁防止法、大気汚染防止法、労働基準法、土壌汚染対策法 

 

（27）一酸化炭素 

①CAS  No：630-08-0 

  ②化学式：CO 

  ③別名：― 

  ④物性：圧縮ガス、無色、無味無臭 

  ⑤主な用途：金属カーボニル、メタノール、アンモニア原料、冶金（ニッケルのモンド法）、有機合

成（フィッシャー・トロプシュ法） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：50ppm 57mg/m3（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 25ppm（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、大気汚染防止法、高圧ガス保安法、船舶安全法、航空法 

 

（28）カルシウムシアナミド 

①CAS  No：156-62-7 

  ②化学式：CaCN2 

  ③別名：石灰窒素 

  ④物性：白色六方晶体 

  ⑤主な用途：肥料（単肥、配合肥料、化成肥料、速成堆肥用）、農薬（殺虫、殺菌、除草及び植物の

病虫害予防用）、メラミン、チオ尿素、ジシアンジアミド、グアニル尿素、グアニジン

などの有機合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、船舶安全法、航空法 

 

（29）シアン化水素、シアン化ナトリウム等のシアン化合物 

（シアン化水素） 

①CAS  No：74-90-8 

  ②化学式：HCN 

  ③別名：青酸 

  ④物性：気体あるいは液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：アクリロニトリル、アクリル酸樹脂、乳酸、その他の有機合成原料、蛍光染料原料、農

薬（柑橘や苗木のカイガラムシ駆除）、殺ソ剤原料、冶金、鉱業用 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：最大許容濃度 ５ppm 5.5mg/m3（経皮吸収）（2006 年度版） 
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ＡＣＧＩＨ：TLV-STEL C 4.7ppm（skin）（2006 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、高圧ガス保安法、消防法、毒物及び劇物取

締法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、土壌汚染対策法、化学兵器禁止法、船舶安全

法、航空法 

（シアン化ナトリウム） 

①CAS  No：143-33-9 

  ②化学式：NaCN 

  ③別名：青酸ソーダ 

  ④物性：固体、白色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：金の青化製錬、顔料（紺青）の原料、非鉄金属から銅及び銀などの抽出メッキ、金属の

焼入れ、写真薬、還元剤、ビニリデン樹脂、医薬品メチオニン、黄血塩、分析用試薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５mg/m3（シアンとして）（最大許容濃度）（経皮吸収）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA C ５mg/m3（CN）（skin）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、水質汚濁防止法、大

気汚染防止法、土壌汚染防止法、船舶安全法、航空法 

 

（30）二酸化硫黄 

①CAS  No：7446-09-5 

  ②化学式：SO2 

  ③別名：亜硫酸ガス 

  ④物性：気体あるいは圧縮液化ガス、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：農業用くん蒸剤、殺虫剤、保存剤（果物及び野菜の防腐）、殺菌剤（食品加工，器具の

消毒など）、漂白剤（製紙，繊維及び織物，麦わら，ゼラチン，グルー，てん菜糖）、

パルプ工業（木材の処理）、粗皮のなめし、消毒剤、防腐剤、鉱油の精製（芳香族成分

の溶剤抽出）非水化学溶媒、各種亜硫酸塩、その他化学薬品の製造、冶金 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：検討中（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２ppm 

TLV-STEL ５ppm（2006 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、高圧ガス保安法、大気汚染防止法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（31）二硫化炭素 

①CAS  No：75-15-0 

  ②化学式：CS2 

  ③別名：メタンジチオン 

  ④物性：揮発性液体、無色、不快臭 

  ⑤主な用途：ビスコース人絹、セロハン、四塩化炭素、殺虫剤、医薬品、溶剤（油脂、ゴム等）、ゴ

ム加硫促進剤、浮遊選鉱剤  
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  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10ppm 31mg/m3（経皮吸収）（2008 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm（skin）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、化学物質審査規制法（以下「化審法」という。）、毒物

劇物取締法、消防法、高圧ガス保安法、船舶安全法、航空法 

 

（32）ヒドラジン 

①CAS  No：302-01-2 

  ②化学式：N2H4 

  ③別名：ジアミン、ジアミド 

  ④物性：液体、無色、アンモニア類似臭 

  ⑤主な用途：ロケット燃料（無水ヒドラジン）、発泡剤原料、清缶剤・水処理剤、工業薬品合成原料、

農薬合成原料、医薬合成原料（ヒドラジン水和物） 

  ⑥許容濃度：  

日本産業衛生学会：0.1（0.13 mg/m3）（無水ヒドラジン）（2016 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01ppm（0.013 mg/m3）（skin）（ヒドラジン）（2016 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、港則法、船舶安全法、航空法、消防法、道路法、毒物及び劇

物取締法、水質汚濁防止法、大気汚染防止法、PRTR 法、外国為替及び外国貿易管理法、

労働基準法 

 

（33）ホスゲン 

①CAS  No：75-44-5 

  ②化学式：COCl2 

  ③別名：カルボニルクロライド、クロロホルミルクロリド、カーボンオキシクロリド、 

カーボンジクロリドオキシド 

  ④物性：圧縮液化ガス、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：染料及び染料中間体の原料、イソシアネート類の原料として弾性体、接着剤、塗料など

のポリウレタン系諸製品及び繊維処理剤、除草剤に利用、医薬品、可塑剤及びポリカー

ボネート樹脂の原料、その他火薬安定剤、紫外線吸収剤の原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm 0.4mg/m3（2006 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-STEL 0.1ppm（2006 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、高圧ガス保安法、大

気汚染防止法、化学兵器禁止法、船舶安全法、航空法 

 

（34）ホスフィン 

①CAS  No：7803-51-2 

  ②化学式：H3P 

  ③別名：リン化水素 
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  ④物性：ガス、無色、腐った魚、にんにく又は炭化カルシウム（カーバイド）臭 

  ⑤主な用途：半導体用ガス、半導体中不純物拡散用ガス、農薬（殺虫剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.3ppm 0.42mg/m3（最大許容濃度）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05ppm 0.07mg/m3 

TLV-Ceiling limit 0.15ppm 0.21mg/m3（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、PRTR 法、毒物及び劇物取締法、消防法、道路法、高圧

ガス保安法、航空法、船舶安全法、港則法、大気汚染防止法 

 

（35）硫化水素 

①CAS  No：7783-06-4 

  ②化学式：H2S 

  ③別名：― 

  ④物性：圧縮液化ガス、無色、特徴的な臭気（腐敗した卵） 

  ⑤主な用途：分析試験（金属沈殿剤）、金属の精製、各種工業薬品、農薬、医薬品の製造、蛍光体（夜

光、蛍光染料）、エレクトロルミネッセンス（面照明）、フォトコンダクター（光電リ

レー露光計）製造、溶剤製造（DMSO、高級メルカプタン）、皮革処理（脱毛剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５ppm ７mg/m3（2012 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm 

TLV-STEL ５ppm（2012 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、高圧ガス保安法、大気汚染防止法、船舶安全法、航空法 

 

（36）塩化ビニル 

①CAS  No：75-01-4 

  ②化学式：C2H3Cl 

  ③別名：クロロエチレン、クロロエテン 

  ④物性：気体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：汎用プラスチック（塩化ビニル樹脂）、酢酸ビニル、塩化ビニリデン、アクリル酸エス

テル、アクリロニトリル、プロピレン、エチレン、マレイン酸等との共重合樹脂 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：2.5ppm（暫定的に 2.5ppm とするができる限り検出可能限界以下に保つよう 

努めるべきこと。） 

6.5mg/m3（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm（2009 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（37）塩化メチル 

①CAS  No：74-87-3 
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  ②化学式：CH3Cl 

  ③別名：クロロメタン、モノクロロメタン 

  ④物性：気体、無色、無臭 

  ⑤主な用途：医薬品・農薬・発泡剤の原料、有機合成用各種メチル化剤、低温では溶剤、抽出剤、生

物学では局所麻酔剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：50ppm 100mg/m3（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 50ppm 

TLV-STEL 100ppm （skin）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法、労

働基準法 

 

（38）クロロホルム 

①CAS  No：67-66-3 

  ②化学式：CHCl3 

  ③別名：トリクロロメタン、トリクロロホルム 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：フッ素系冷媒、フッ素樹脂の製造、医薬品（麻酔剤、消毒剤）、溶剤（ゴム、グッタペ

ルカ、鉱油、ロウ、アルカロイド、酢酸、メチルセルロース、ニトロセルロース）、有

機合成、アニリンの検出、血液防腐用、半導体用高純度ガス 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：３ppm 14.7mg/m3（経皮吸収）（2008 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、化審法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、水質汚濁防

止法、船舶安全法、航空法 

 

（39）四塩化炭素 

①CAS  No：56-23-5 

  ②化学式：CCl4 

  ③別名：テトラクロロメタン 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：フロンガス・農薬原料、クロロカーボン・農薬・フッ素系ガス原料、試薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５ppm 31mg/m3（経皮吸収）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５ppm 

TLV-STEL 10 ppm（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、化審法、PRTR 法、毒物及び劇物取締法、消防法、大気

汚染防止法、水質汚濁防止法、土壌汚染対策法、水道法、下水道法、海洋汚染防止法、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
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（40）1,2-ジクロルエタン 

①CAS  No：107-06-2 

  ②化学式：C2H4Cl2 

  ③別名：1,2-ジクロロエタン、sym-二塩化エタン、エチレンジクロリド、グリコールジクロリド 

  ④物性：液体、無色、典型的な塩素化された炭化水素のにおい 

  ⑤主な用途：塩化ビニルモノマー・エチレンジアミン・ポリアミノ樹脂・イオン交換樹脂合成原料、

フィルム洗浄剤、有機合成・ビタミン抽出溶剤、殺虫剤、燻蒸剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10ppm 40mg/m3（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm（40mg/m3）（ジクロロエチレン）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、港則法、下水道法、航空法、道路法、消防法、水質汚濁防止

法、船舶安全法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、PRTR 法、外国為替及び外国貿易

管理法、バーゼル法、労働基準法、土壌汚染対策法 

 

（41）ジクロルメタン 

①CAS  No：75-09-2 

  ②化学式：CH2Cl2 

  ③別名：ジクロロメタン、メチレンジクロリド、塩化メチレン、二塩化メチレン 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：ペイントはく離剤、プリント基板洗浄剤、金属脱脂洗浄剤、ウレタン発泡助剤、エアゾ

ール噴射剤、ポリカーボネートの反応溶媒、冷媒、ラッカー用、織物及び皮革、香料の

抽出、分析用、リノリウム、インキ、低沸点用有機溶剤（不燃性フィルム、油脂、アル

カロイド、樹脂、ゴム、ワックス、セルロースエステル及びエーテル用混合剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：50ppm 170mg/m3（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 50ppm（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、化審法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法、水質汚濁防止法、土壌汚

染対策法、労働基準法 

 

（42）臭化メチル 

①CAS  No：74-83-9 

  ②化学式：CH3Br 

  ③別名：ブロモメタン、ブロムメチル 

  ④物性：気体、無色、無臭 

  ⑤主な用途：防虫、防菌及び防鼠のための土壌等のくん蒸剤、穀物等の農産物のくん蒸、その他多く

の医薬品及び化学製品の合成上のメチル化剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１ppm 3.89mg/m3（経皮吸収）（2009 年度版） 
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ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm（skin）（2009 年版） 

  ⑦適用法令： 化審法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法、労

働基準法 

 

（43）テトラクロルエチレン（パークロルエチレン） 

①CAS  No：127-18-4 

  ②化学式：C2Cl4 

  ③別名：テトラクロロエチレン、パークレン、1,1,2,2-テトラクロロエチレン、エチレンテトラクロ

リド 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：ドライクリーニング用、金属の脱脂洗浄および乾燥剤、一般溶剤、抽出剤、駆虫剤、ト

リクロロ酢酸の製造原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：（検討中）（経皮吸収）（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 25ppm 

TLV-STEL 100ppm（2009 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、水質汚濁防止法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、

航空法、労働基準法 

 

（44）1,1,1-トリクロルエタン 

①CAS  No：71-55-6 

  ②化学式：C2H3Cl3 

  ③別名：メチルクロロホルム、メチルトリクロロメタン 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：試薬，合成原料（代替フロン原料） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：200ppm 1100mg/m3（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 350ppm 

TLV-STEL 450ppm（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、PRTR 法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、土壌汚染

対策法、下水道法、海洋汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

 

（45）1,1,2-トリクロルエタン 

①CAS  No：79-00-5 

  ②化学式：C2H3Cl3 

  ③別名：1,1,2-トリクロロエタン、ビニルトリクロリド、エタントリクロリド、 

1,2,2-トリクロロエタン 

  ④物性：液体、無色、心地よいにおい、甘いクロロホルム類似臭 

  ⑤主な用途：塩化ビニリデン原料、塩素化ゴム溶剤、油脂・ワックス・天然樹脂等溶剤、アルカロイ
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ド抽出剤、金属洗浄剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10ppm 55mg/m3（1,1,2-トリクロロエタン）（2016 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm 55 mg/m3（skin）（1,1,2-トリクロロエタン）（2016 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、下水道法、水質汚濁防止法、大気汚染防止法、海洋汚染防止

法、ＰＲＴＲ法、外国為替及び外国貿易管理法、バーゼル法、廃棄物の処理及び清掃に

関する法律（以下「廃掃法」という。）、労働基準法、土壌汚染対策法 

 

（46）トリクロルエチレン 

①CAS  No：79-01-6 

  ②化学式：C2HCl3 

  ③別名：トリクロロエチレン、1,1,2-トリクロロエテン、1,1,2-トリクロロエチレン、トリクレン 

  ④物性：液体、無色、エーテル臭 

  ⑤主な用途：代替フロンガス合成原料、機械部品・電子部品等脱脂洗浄剤、羊毛・皮革洗浄剤、油脂

・樹脂・ゴム工業用溶剤、染料・塗料溶剤、試薬、金属洗浄剤、溶剤（生ゴム、塗料、

油脂、ピッチ）、フロンガス製造原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：25ppm 135mg/m3（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm 54mg/m3 

TLV-STEL 25ppm 135mg/m3（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、航空法、船舶安全法、水道法、下水道法、水質

汚濁防止法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、労働基準法 

 

（47）ノルマルヘキサン 

①CAS  No：110-54-3 

  ②化学式：C6H14 

  ③別名：ヘキサン 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：40ppm 140mg/m3（経皮吸収）（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 50ppm（skin）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、消防法、船舶安全法、航空法、

労働基準法 

 

（48）沃化メチル 

①CAS  No：74-88-4 

  ②化学式：CH3I 

  ③別名：ヨウ化メチル、ヨードメタン 
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  ④物性：液体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：有機合成原料、メチル化剤、医薬・農薬（殺虫剤）原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（49）アクリル酸エチル 

①CAS  No：140-88-5 

  ②化学式：C5H8O2 

  ③別名：エチル＝アクリラート、2-プロペン酸エチル 

  ④物性：液体、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：アクリル繊維原料、塗料・接着剤原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５ppm 20mg/m3 

TLV-STEL 15ppm 61mg/m3（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、消防法、航

空法、船舶安全法、港則法、海洋汚染防止法、大気汚染防止法 

 

（50）アクリル酸ブチル 

①CAS  No：141-32-2 

  ②化学式：C7H12O2 

  ③別名：アクリル酸ノルマル-ブチル、アクリル酸ノルマル-ブチルエステル 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：アクリル樹脂原料、塗料・接着剤・乳化剤原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、消防法、航空法、船舶安全法、

労働基準法 

 

（51）アクロレイン 

①CAS  No：107-02-8 

  ②化学式：C3H4O 

  ③別名：2-プロペナール、2-プロペン-1-オン、アクリルアルデヒド 

  ④物性：液体、無色-黄色、刺激臭 

  ⑤主な用途：アクリル酸、アクリル酸低級アルキルエステル、DL-メチオニン、2-ヒドロキンアジプ

アルデヒド、1,2,6-ヘキサントリオール、リジン、グルタールアルデヒド、アリルアル
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コールの中間原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-STEL C 0.1ppm（skin）（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、大

気汚染防止法、航空法、船舶安全法 

 

（52）アセトン 

①CAS  No：67-64-1 

  ②化学式：C3H6O 

  ③別名：ジメチルホルムアルデヒド、 ジメチルケトン、2-プロパノン 

  ④物性：液体、無色、特有の刺激臭 

  ⑤主な用途：工業用の溶剤、化学物質原料（ビスフェノールＡ、ＭＭＡ、ＭＩＢＫ等）、化粧品類添

加剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：200ppm 470mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 500ppm 

TLV-STEL 750ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、消防法、航空法、船舶安全法 

 

（53）エチレンクロルヒドリン 

①CAS  No：107-07-3 

  ②化学式：C2H5ClO 

  ③別名：エチレンクロロヒドリン、2-クロロエタノール、2-クロロエチルアルコール、グリコールク

ロロヒドリン 

  ④物性：液体、無色、かすかなエーテル臭 

  ⑤主な用途：医薬品、農薬、染料などの中間体、重合調整剤、架橋剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-Ceiling limit １ppm 3.3mg/m3（skin）（2017 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、道路法、消防法、港則法、航空法、船舶安全法、

海洋汚染防止法、労働基準法 

 

（54）エチレングリコールモノメチルエーテル 

①CAS  No：109-86-4 

  ②化学式：C3H8O2 

  ③別名：2-メトキシエタノール、メチルセロソルブ、エチレングリコールメチルエーテル 

  ④物性：液体、無色、エーテル臭 

  ⑤主な用途：ニトロセルロース、アセチルセルロース、天然および合成樹脂、アルコール可溶染料の
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溶媒、防湿セロハンの接着、速乾ワニス、エナメル、つめみがき、鉄、硫酸根、二硫化

炭素の定量用試薬、Kar1 Fischer 試薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm 0.31mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1ppm 

TLV-STEL – ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、消防法、航空法、船舶安全法、海洋汚染防止法 

 

（55）酢酸アミル 

（酢酸 n-アミル） 

①CAS  No：628-63-7 

  ②化学式：CH3COO(CH2)4CH3 

  ③別名：酢酸 n-ペンチル、ペンチル＝アセテート、1-ペンチルアセテート、酢酸ノルマル-ペンチル 

  ④物性：液体、無色、特異臭（果実臭） 

  ⑤主な用途：溶剤、ラッカー、香料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：100ppm 530mg/m3（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 50ppm 

TLV-STEL 100ppm（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（56）酢酸エチル 

①CAS  No：141-78-6 

  ②化学式：C4H8O2 

  ③別名：エチル＝アセタート 

  ④物性：液体、無色、ここちのよい果実臭 

  ⑤主な用途：溶剤、有機合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：200ppm 720mg/m3（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 400ppm 1,440mg/m3（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、道路法、航

空法、船舶安全法、港則法、海洋汚染防止法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、悪臭

防止法 

 

（57）酢酸ブチル 

①CAS  No：123-86-4 

  ②化学式：C6H12O2 

  ③別名：酢酸 n-ブチル、酢酸ノルマルブチル、ブチルエタノアート 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 
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  ⑤主な用途：溶剤、人造真珠用塗料、天然ゴム、果実エッセンス、硝酸繊維素原料、香料、医薬品等 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：100ppm（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（58）2-シアノアクリル酸メチル 

①CAS  No：137-05-3 

  ②化学式：C5H5NO2 

  ③別名：― 

  ④物性：液体、無色、強い刺激臭 

  ⑤主な用途：接着剤原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.2ppm 

TLV-STEL １ppm（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、消防法 

 

（59）ニトログリセリン 

①CAS  No：55-63-0 

  ②化学式：C3H5N3O9 

  ③別名：硝酸グリセロール、三硝酸グリセリン、1,2,3-プロパントリオールトリニトラート 

  ④物性：液体、無色-黄色 

  ⑤主な用途：ダイナマイトの基材、狭心症の薬、無煙火薬の主剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：最大 0.05ppm 0.46mg/m3（2012 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05ppm 

TLV-STEL –（2012 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、火薬類取締法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（60）2-ヒドロキシエチルメタクリレート 

①CAS  No：868-77-9 

  ②化学式：C6H10O3 

  ③別名：メタクリル酸 2-ヒドロキシエチル、2-ヒドロキシエチル＝メタクリラート 

  ④物性： 

  ⑤主な用途：熱硬化性塗料・接着剤・コンタクトレンズ原料 

  ⑥許容濃度：液体、無色、果物臭 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2017 年版） 
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  ⑦適用法令：化審法、消防法、労働基準法 

 

（61）ホルムアルデヒド 

①CAS  No：50-00-0 

  ②化学式：CH2O 

  ③別名：オキソメタン、メチルアルデヒド 

  ④物性：気体、ほぼ無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：ポリアセタール樹脂・ユリア樹脂及びメラミン樹脂接着剤・フェノール樹脂・合成ゴム

・メラミン樹脂（接着剤を除く）・ユリア樹脂（接着剤を除く）原料、溶剤、医薬・繊

維処理剤・紙力増強剤・土木建築材料原料、キレート剤、農薬合成原料、石炭酸系・尿

素系・メラミン系合成樹脂、農薬（失効農薬）、消毒剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm 0.12mg/m3（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1ppm 0.12 mg/m3 

TLV-STEL 0.3ppm 0.37mg/m3 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、水道法、水質汚

濁防止法、大気汚染防止法、建築基準法、労働基準法 

 

（62）メタクリル酸メチル 

①CAS  No：80-62-6 

  ②化学式：C5H8O2 

  ③別名：2-メチルアクリル酸メチル、メタクリル酸メチル、2-メチルプロペン酸メチル 

  ④物性：揮発性液体、無色、果物臭 

  ⑤主な用途：成型用アクリル樹脂合成原料（建築材料、照明器具、歯科材料、化粧品原料等）、塗料

樹脂合成原料（自動車用塗料、家電用塗料、建築用塗料等）、透明ＡＢＳ樹脂合成原料、

紙・樹脂の改質剤合成原料、繊維処理剤合成原料、ポリメタクリル酸メチルシート（水

族館浴槽用等の大型プラスチックガラス）製造用、アクリル樹脂・塗料・接着剤原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：２ppm 8.3mg/m3（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 50ppm 205mg/m3 

TLV-STEL 100ppm 410mg/m3（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、道路法、消防法、港則法、航空法、船舶安全法、

大気汚染防止法、海洋汚染防止法、労働基準法 

 

（63）メチルアルコール 

①CAS  No：67-56-1 

  ②化学式：CH4O 

  ③別名：メタノール、木精 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 
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  ⑤主な用途：ホルマリン・酢酸・メチルメタクリレート・DMT・MTBE・クロロメタン類などの原料、

塗料・電子工業用などの溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：200ppm 260mg/m3（経皮吸収）（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 200ppm 

TLV-STEL 250ppm（skin）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、消防法、船

舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（64）メチルブチルケトン 

①CAS  No：591-78-6 

  ②化学式：C6H12O 

  ③別名：メチル-ノルマル-ブチルケトン、2-ヘキサノン、ブチルメチルケトン、プロピルアセトン 

  ④物性：液体、無色、特徴的な、腐敗、アセトン様のにおい 

  ⑤主な用途：溶剤、香料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５ppm 20mg/m3（メチル-n-ブチルケトン）（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 5 ppm (20 mg/m3) 

TLV-STEL 10ppm 40mg/m3（メチル-ノルマル-ブチルケトン）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、港則法、航空法、道路法、消防法、船舶安全法、大気汚染防止法、海

洋汚染防止法、外国為替及び外国貿易管理法、バーゼル法、労働基準法 

 

（65）硫酸ジメチル 

①CAS  No：77-78-1 

  ②化学式：C2H6O4S 

  ③別名：ジメチル＝スルファート、硫酸ジメチル、ジメチル硫酸 

  ④物性：油状液体、無色、微臭 

  ⑤主な用途：有機合成のメチル化剤、医薬（原料） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm 0.52mg/m3（経皮吸収）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1ppm（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、化審法、毒物及び劇物取締法、消防法、水質汚濁防止法 

 

（66）アクリルアミド 

①CAS  No：79-06-1 

  ②化学式：C3H5NO 

  ③別名：2-プロペンアミド、プロペンアミド、アクリル酸アミド 

  ④物性：液体、白色の結晶、無臭 

  ⑤主な用途：紙力増強剤・凝集剤重合原料、繊維加工剤、接着剤性能向上加工剤、化粧品原料、アク
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リル系熱硬化性塗料合成原料、凝集剤・土壌改良剤・紙力増強剤・接着剤原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1mg/m3（経皮吸収）（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.03mg/m3（Inhalable fraction of the aerosol）（skin）（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、道路法、消防法、船舶安

全法、航空法、水質汚濁防止法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、労働基準法 

 

（67）アクリロニトリル 

①CAS  No：107-13-1 

  ②化学式：C3H3N 

  ③別名：2-プロペンニトリル、シアノエチレン、シアン化ビニル 

  ④物性：液体、無色、軽い刺激臭 

  ⑤主な用途：合成繊維・アクリロニトリル-ブタジエン-スチレン（ABS）樹脂・アクリロニトリル-ス

チレン（AS）樹脂原料，合成ゴム（ニトリルゴム）樹脂原料、塗料・繊維樹脂加工・化

粧品原料・合成糊料合成原料、アクリルアミド（紙力増強剤，凝集剤）重合原料、合成

繊維・合成ゴム・プラスチック原料、アクリルアミド・アジポニトリル原料、合成繊維

・合成ゴム・プラスチック原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：２ppm 4.3mg/m3（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２ppm 4.3mg/m3（2015 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、港則法、下水道法、航空法、道路法、毒物及び劇物取締法、

消防法、水質汚濁防止法、船舶安全法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、

外国為替及び外国貿易管理法、バーゼル法、労働基準法、土壌汚染対策法、高圧ガス保

安法 

 

（68）エピクロルヒドリン 

①CAS  No：106-89-8 

  ②化学式：C3H5ClO 

  ③別名：エピクロロヒドリン、3-クロロ-1,2-プロピレンオキシド、（2-クロロメチル）オキシラン、

オキシラニルクロロメタン 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：エポキシ樹脂、各種溶媒、界面活性剤、安定剤、医薬品原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5ppm（2009 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、消防法、

船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（69）酸化エチレン 
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①CAS  No：75-21-8 

  ②化学式：C4H4O 

  ③別名：エチレンオキシド、1,2-エポキシエタン、オキシラン 

  ④物性：気体、無色、エーテル様臭 

  ⑤主な用途：種々の有機化合物の誘導体（ポリオキシエチレン系界面活性剤、エチレングリコール、

エタノールアミンなど）の合成反応、強力な殺菌剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１ppm 1.8mg/m3（2010 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm 1.8mg/m3（2010 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、ＰＲＴＲ法、高圧ガス保安法、船舶安全法、航

空法 

 

（70）ジメチルアセトアミド 

①CAS  No：127-19-5 

  ②化学式：C4H9NO 

  ③別名：N,N-ジメチルアセトアミド、 

  ④物性：液体、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：反応溶媒、精製溶剤、樹脂溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10ppm 36mg/m3（経皮吸収） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、大気汚染防止法 

 

（71）ジメチルホルムアミド 

①CAS  No：68-12-2 

  ②化学式：C3H7NO 

  ③別名：N,N-ジメチルホルムアミド、ホルミルジメチルアミン、ホルミンジメチルアミン 

  ④物性：液体、無色-黄色 

  ⑤主な用途：ウレタン系合成皮革、分析化学用・有機合成用溶剤／溶剤［ウレタン系合成皮革用、 

スパンデックス繊維用分析化学用（溶媒、ホルミル化試薬）、染料中間体・農薬・医薬

合成用、各種ポリマー用（アクリロニトリル型重合体、ウレタン樹脂等）、特殊インキ、

繊維製品プリント用（リンタングステン酸と化合したローダミンやビクトリアブルー

などの色素を溶かす）］、触媒（セルロースのアセチル化）、ガス吸収剤（ブタジエン、

アセチレン、エチレン、プロピレン、亜硫酸、硫化水素、青酸、三フッ化ホウ素、無水

硫酸） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10ppm 30mg/m3（経皮吸収）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５ppm（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、化審法、ＰＲＴＲ法、消防法、大気汚染防止法、海洋汚
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染防止法 

 

（72）ヘキサメチレンジイソシアネート 

①CAS  No：822-06-0 

  ②化学式：C8H12N2O2 

  ③別名：ヘキサメチレン＝ジイソシアネート、1,6-ヘキサメチレンジイソシアネート、 

1,6-ジイソシアナトヘキサン、HMDI 

  ④物性：液体、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：塗料、接着剤、コーティング加工用樹脂の原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.005ppm 0.034mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.005mg/m3（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、船舶安全法、航

空法、労働基準法 

 

（73）無水マレイン酸 

①CAS  No：108-31-6 

  ②化学式：C4H2O3 

  ③別名：2,5-フランジオン（2,5-Furandione） 

  ④物性：結晶、白色、刺激臭 

  ⑤主な用途：不飽和ポリエステル樹脂、テトラハイドロフラン、フマール酸、コハク酸、リンゴ酸、

紙サイズ剤、合成樹脂塗料、塩ビ安定剤、可塑剤、農薬、皮なめし、界面活性剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm 0.4mg/m3（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01mg/m3（インハラブル粒子）（2013 年版） 

  ⑦適用法令：ＰＲＴＲ法、労働安全衛生法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、航空法、船舶安全法、

港則法、労働基準法 

 

（74）シクロヘキサノン 

①CAS  No：108-94-1 

  ②化学式：C6H10O 

  ③別名：ケトシクロヘキサン、オクソシクロヘキサン、ピメリンケトン 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：ナイロン用原料のアジピン酸及びカプロラクタムの製造、樹脂、ニトロセルロース、ゴ

ム、シェラック樹脂、およびワックス等の溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：25ppm 100mg/m3（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 20ppm 

TLV-STEL 50ppm （skin）（2009 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、海洋汚染防止法、消防法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（75）ジシクロヘキシルメタン-4,4'-ジイソシアネート 

①CAS  No：5124-30-1 

  ②化学式：C15H22N2O2 

  ③別名：メチレンビス（4,1-シクロヘキシレン）＝ジイソシアネート、シクロヘキシルメタンジイソ

シアネート、4,4-メチレンビス（シクロヘキシルイソシアナート）、1,1-メチレンビス（4-

イソシアナトシクロヘキサン）、ビス（4-イソシアナトシクロヘキシル）メタン、水素化 MDI 

  ④物性：液体、無色-淡黄色 

  ⑤主な用途：接着剤、塗料、ウレタンフォ-ム・エラストマーの原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.005ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（76）キシレン 

①CAS  No：キシレン 1330-20-7 

o-キシレン 95-47-6 

m-キシレン 108-38-3 

p-キシレン 106-42-3 

  ②化学式：C8H10 

  ③別名：ジメチルベンゼン 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：異性体分離により o-キシレン、m-キシレン、p-キシレン、エチルベンゼン、脱メチル

によりベンゼン、合成原料として染料、有機顔料、香料、可塑剤、医薬品、溶剤として

塗料、農薬、医薬品など一般溶剤、石油精製溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：50ppm（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA - 

TLV-STEL -（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、航空法、船舶安

全法、労働基準法 

 

（77）スチレン 

①CAS  No：100-42-5 

  ②化学式：C8H8 

  ③別名：エテニルベンゼン、ビニルベンゼン 

  ④物性：液体、無色-黄色、甘い香り 

  ⑤主な用途：ポリスチレン樹脂・アクリロニトリルブタジエンスチレン共重合体（ABS）樹脂・合成
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ゴム・不飽和ポリエステル樹脂合成原料、塗料樹脂・イオン交換樹脂・化粧品原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm 

TLV-STEL 20ppm（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、消防法、道

路法、航空法、船舶安全法、港則法、海洋汚染防止法、大気汚染防止法、水質汚濁防止

法、悪臭防止法 

 

（78）トルエン 

①CAS  No：108-88-3 

  ②化学式：C7H8 

  ③別名：トルオール、1-メチルベンゼン、メチルベンゼン 

  ④物性：液体、無色、ベンゼン臭 

  ⑤主な用途：染料、香料、火薬（TNT）、有機顔料、合成クレゾール、甘味料、漂白剤、TDI、テレフ

タル酸、合成繊維、可塑剤などの合成原料、ベンゼン原料、キシレン原料、石油精製、

医薬品、塗料・インキ溶剤等 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：50ppm 188mg/m3（経皮吸収）（2012 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 20ppm  

TLV-STEL - （2012 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、じん肺法、化審法、消防法、船舶

安全法、航空法、海洋汚染防止法、麻薬及び向精神薬取締法 

 

（79）パラ-tert-ブチルフェノール 

①CAS  No：98-54-4 

  ②化学式：C10H14O 

  ③別名：4-ターシャリ-ブチルフェノール 

  ④物性：固体、白色 

  ⑤主な用途：油溶性フェノール樹脂・農薬・紫外線吸収剤・界面活性剤原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2008 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2008 年版） 

  ⑦適用法令：大気汚染防止法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法、港則法、労働基準法 

 

（80）ベンゼン 

①CAS  No：71-43-2 

  ②化学式：C6H6 

  ③別名：フェニルハイドライド、ベンゾール 
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  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：純ベンゼン：合成原料として染料、合成ゴム、合成洗剤、有機顔料、有機ゴム薬品、医

薬品、香料、合成繊維（ナイロン）、合成樹脂（ポリスチレン、フェノール、ポリエス

テル）、食品（コハク酸、ズルチン）、農薬（2,4-D、クロルピクリンなど）、可塑剤、

写真薬品、爆薬（ピクリン酸）、防虫剤（パラジクロロベンゼン）、防腐剤（PCP）、

絶縁油（PCD）、熱媒 

溶剤級ベンゼン：塗料、農薬、医薬品など一般溶剤、油脂、抽出剤、石油精製 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：過剰発がん生涯リスクレベル 10-3 １ppm 

過剰発がん生涯リスクレベル 10-4 0.1ppm（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5ppm（skin） 

            TLV-STEL 2.5ppm（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、消防法、水質汚濁防止法、大気汚染防止法、

土壌汚染対策法、高圧ガス保安法、船舶安全法、航空法 

 

（81）塩素化ビフェニル（別名 PCB） 

①CAS  No：1336-36-3、11097-69-1、53469-21-9 

  ②化学式：C12H10-nCln 

  ③別名：ポリ塩化ビフェニル、アロクロール 1254 

  ④物性：粘ちょう液体、薄黄色、無臭 

  ⑤主な用途：絶縁油、熱媒体、染料、インキ 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.01mg/m3（2008 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：（42％Cl） [53469-21-9] TLV-TWA １mg/m3（skin） 

（54％Cl） [11097-69-1] TLV-TWA 0.5mg/m3（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、化審法、船舶安全法、航空法、ストックホルム条約 

 

（82）ベンゼンの塩化物 

（クロロベンゼン） 

①CAS  No：108-90-7 

  ②化学式：C6H5Cl 

  ③別名：フェニルクロリド、クロロベンゾール、1-クロロベンゼン 

  ④物性：液体、無色、アーモンド臭 

  ⑤主な用途：染料、中間体（ピコリン酸、アニリン、フェノール、ジニトロクロロベンゼン等）、DDT

製造、エチルセルロース、松脂、ペイント、ワニス、ラッカー等の溶剤、混合溶剤用、

医薬品、香料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10ppm 46mg/m3（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm（2005 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（83）アニリン 

①CAS  No：62-53-3 

  ②化学式：C6H7N 

  ③別名：1-アミノベンゼン、フェニルアミン、ベンゼンアミン 

  ④物性：液体、無色、芳香族アミン類似臭 

  ⑤主な用途：ウレタン中間体合成原料、染料・ゴム製造用薬品・医薬・農薬合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１ppm 3.8mg/m3 （2016 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA: ２ppm 7.6mg/m3（skin）（2016 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、港則法、船舶安全法、航空法、消防法、道路法、毒物及び劇

物取締法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、外国為替及び外国貿易管理

法、バーゼル法、労働基準法 

 

（84）4,4'-ジアミノジフェニルメタン 

①CAS  No：101-77-9 

  ②化学式：C13H14N2 

  ③別名：4,4'-メチレンジアニリン、4,4'-メチレンビスベンゼンアミン 

  ④物性：固体、無色-淡黄色の薄片、かすかなアミン臭 

  ⑤主な用途：4,4'-メチレンビス（フェニルイソシアナート）（MDI）・ポリメリック MDI の合成原

料、エポキシ樹脂・ポリウレタン樹脂の硬化剤、染料中間体、エポキシ樹脂硬化剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.4mg/m3（経皮吸収）（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1ppm 0.81mg/m3（Skin）（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、航空法、船舶安全法、大気汚染防止法、海洋汚

染防止法、労働基準法 

 

（85）ジニトロフェノール 

（2,4-ジニトロフェノール） 

①CAS  No：51-28-5 

  ②化学式：C6H4N2O5 

  ③別名：― 

  ④物性：固体（結晶）、黄色、甘い芳香 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：毒物及び劇物取締法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、消防法、船舶安全法、航空法、港
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則法 

（2,6-ジニトロフェノール） 

①CAS  No：573-56-8 

  ②化学式：C6H4N2O5 

  ③別名：1-ヒドロキシ-2,6-ジニトロベンゼン 

  ④物性：固体、黄色 

  ⑤主な用途：染料・有機化学品（塩基性の指示薬）の合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、海洋汚染防止法、消防法、船舶安全法、航空法、

港則法 

 

 

（86）ジメチルアニリン 

（N,N-ジメチルアニリン） 

①CAS  No：121-69-7 

  ②化学式：C8H11N 

  ③別名：N,N-ジメチルフェニルアミン、ジメチルアミノベンゼン 

  ④物性：油状液体、淡黄色ないし淡茶色 

  ⑤主な用途：塩基性染料・有機ゴム薬品（加硫促進剤）中間体、溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５ppm 25mg/m3（経皮吸収）（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５ppm 25mg/m3 

TLV-STEL 10ppm 50mg/m3（skin）（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、消防法、港則法、航空法、船舶安全法、労働基

準法 

 

（87）トリニトロトルエン 

①CAS  No：118-96-7 

  ②化学式：C7H5N3O6 

  ③別名：2,4,6-トリニトロトルエン、トリニトロトルオール 

  ④物性：固体、無色-黄色、無臭 

  ⑤主な用途：ダイナマイト・硝安爆薬用成分 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3（Inhalable fraction and vapor）（skin）（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、道路法、火

薬類取締法、航空法、船舶安全法、港則法 
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（88）2,4,6-トリニトロフェニルメチルニトロアミン 

①CAS  No：479-45-8 

  ②化学式：C7H5N5O8 

  ③別名：テトリル、ニトラミン、N-メチル-N,2,4,6-テトラニトロアニリン、トリニトロフェニルメ

チルニトラミン 

  ④物性：無色-黄色の結晶、無臭 

  ⑤主な用途：燃料、火薬、爆薬、分析試薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 1.5mg/m3（2006 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、火薬類取締法、消防法、船舶安全法、労働基準法 

 

（89）トルイジン 

①CAS  No：26915-12-8 

  ②化学式：C7H9N 

  ③別名：メチルアニリン、アミノトルエン 

  ④物性：液体、無色-黄色 

  ⑤主な用途：アゾ系及び硫化系染料、有機合成、溶剤、サッカリン、中間物、ゴム薬品、添加剤、色

素（塗料、顔料）、写真薬品原料、有機合成原料、染料製造用の特殊溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１ppm 4.4mg/m3（経皮吸収）（o-トルイジン）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２ppm（skin）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、化審法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、船

舶安全法、航空法 

 

（90）パラ-ニトロアニリン 

①CAS  No：100-01-6 

  ②化学式：C6H6N2O2 

  ③別名：4-ニトロアニリン、1-アミノ-4-ニトロベンゼン、p-ニトロアニリン 

  ④物性：黄色の結晶又は粉末 

  ⑤主な用途：アゾ染料・アゾイック染料の中間物、ダイアミンブラック HW、ダイレクトグリーン B、

チアゾールエローR、クロムプリンティングオレンジ R、ラピッドファストレッド BB及

び p-フェニレンジアミンの製造原料  

 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：３mg/m3（経皮吸収）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ３mg/m3（skin）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、化審法、労働基準法、船舶安全法、航空法 
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（91）パラ-ニトロクロルベンゼン 

①CAS  No：100-00-5 

  ②化学式：C6H4ClNO2 

  ③別名：パラ-ニトロクロロベンゼン、p-クロロニトロベンゼン、1-クロロ-4-ニトロベンゼン 

  ④物性：固体、帯黄色、特徴臭 

  ⑤主な用途：染料、農薬、酸化防止剤、オイル添加剤、抗マラリア薬、ゴム薬品 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm 0.64mg/m3（経皮吸収）（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1ppm（2009 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、消防法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（92）ニトロベンゼン 

①CAS  No：98-95-3 

  ②化学式：C6H5NO2 

  ③別名：ニトロベンゾール、1-ニトロベンゼン 

  ④物性：液体、淡黄色、苦いアーモンド臭もしくは靴磨きペーストのにおい 

  ⑤主な用途：アニリン原料、m-ジニトロベンゼン原料、m-クロロニトロベンゼン原料、m-ニトロベン

ゼンスルホン酸原料、染料・香料中間体 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１ppm ５mg/m3（2016 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm ５mg/m3 （skin）（2016 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、港則法、船舶安全法、航空法、消防法、道路法、毒物及び劇

物取締法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、ＰＲＴＲ法、外国為替及び外国貿易管理

法、バーゼル法、労働基準法 

 

（93）パラ-フェニレンジアミン 

①CAS  No：106-50-3 

  ②化学式：C6H8N2 

  ③別名：p-フェニレンジアミン、1,4-ジアミノベンゼン、1,4-ベンゼンジアミン 

  ④物性：固体、白-赤の結晶 

  ⑤主な用途：アゾ染料・白毛染料・ゴム加硫促進剤・写真現像薬原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1 mg/m3（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、道路法、航空法、船

舶安全法、大気汚染防止法 

 

（94）フェネチジン 
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①CAS  No：156-43-4 

  ②化学式：C8H11NO 

  ③別名：4-エトキシアニリン 

  ④物性：液体、無色-黄色 

  ⑤主な用途：染料中間体 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、消防法、航空法、船舶安全法、大気汚染防止法 

 

（95）クレゾール 

①CAS  No：クレゾール：1319-77-3 

o-クレゾール：95-48-7 

m-クレゾール：108-39-4 

p-クレゾール：106-44-5 

  ②化学式：C7H8O 

  ③別名：メチルフェノール、クレシル酸、ハイドロキシトルエン 

  ④物性：液体、無色-薄黄色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：消毒剤、合成樹脂、ワニス、TCp（可塑剤原料）、選鉱剤、ホルマール電線溶剤、m-ク

レゾール＝合成樹脂・消毒剤・薬品原料、o-クレゾール＝クマリン・潤滑油精製用、p-

クレゾール＝クレゾチン酸染料可塑剤原料、農薬、化粧品原料（防腐剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５ppm 22mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 20mg/m3（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、船舶安全法、航

空法、労働基準法 

 

（96）クロルヘキシジン 

①CAS  No：55-56-1 

  ②化学式：C22H30Cl2N10 

  ③別名：クロロヘキシジン、1,1’-ヘキサメチレンビス［5-（p-クロロフェニル）ビグアニド］、

N,N''-ビス（4-クロロフェニル）-3,12-ジイミノ-2,4,11,13-テトラアザテトラデカンジイ

ミドアミド 

  ④物性：固体 

  ⑤主な用途：防腐剤、消毒薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法 
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（97）トリレンジイソシアネート 

①CAS  No：26471-62-5 

  ②化学式：C9H6N2O2 

  ③別名：メチル-1,3-フェニレン＝ジイソシアネート、トルエンジイソシアネート 

  ④物性：無色又は淡黄色の結晶又は液体（空気に触れると淡黄色になる。）、刺激臭 

  ⑤主な用途：ポリウレタン原料（軟質フォーム、硬質フォーム、塗料、接着剤、繊維処理剤、ゴムな

ど） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.005ppm 0.035mg/m3 

（トリレンジイソシアネート類としての許容濃度）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.005ppm 

    TLV-STEL 0.02ppm 

        2,4-と 2,6-の混合物としての許容濃度（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（98）1,5-ナフチレンジイソシアネート 

①CAS  No：3173-72-6 

  ②化学式：C12H6N2O2 

  ③別名：ナフチレン-1,5-ジイソシアネート、1,5-ジイソシアナトナフタレン、 

1,5-ナフタレンジイソシアナート 

  ④物性：固体（結晶）、白色-淡黄色 

  ⑤主な用途：塗料・接着剤・ウレタンエラストマー原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法 

 

（99）ヒドロキノン 

①CAS  No：123-31-9 

  ②化学式：C6H6O2 

  ③別名：1,4-ジヒドロキシベンゼン、ヒドロキノール、1,4-ベンゼンジオール 

  ④物性：結晶、無色、無臭 

  ⑤主な用途：写真現像薬、ゴム酸化防止剤、染料等の中間合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2012 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １mg/m3 

TLV-STEL - （2012 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 
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（100）フェニルフェノール 

（o-フェニルフェノール） 

①CAS  No：90-43-7 

  ②化学式：C6H5C6H4OH 

  ③別名：2-フェニルフェノール、2-ヒドロキシビフェニル 

  ④物性：固体 

  ⑤主な用途：合成樹脂原料、染色キャリアー、各種合成原料、殺菌剤、防腐剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：ＰＲＴＲ法、労働基準法 

 

（101）フェノール 

①CAS  No：108-95-2 

  ②化学式：C6H6O 

  ③別名：石炭酸、フェニル酸、ヒドロキシベンゼン   

  ④物性：固体、無色-黄色又はピンク色、フェノール臭 

  ⑤主な用途：消毒剤、歯科用（局部麻酔剤）、ピクリン酸・サルチル酸・フェナセチン・染料中間物

の製造、合成樹脂及び可塑剤、合成香料、ビスフェノール A，アニリン、2,6-キシレノ

ール、農薬、安定剤、界面活性剤の原料、化粧品原料（変性剤、消臭剤、防腐剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５ppm 19mg/m3（皮膚吸収性あり）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５ppm（皮膚吸収性あり）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、毒物劇物取締法、消防法、船舶安全法、航

空法 

 

（102）オルトｰフタロジニトリル 

①CAS  No：91-15-6 

  ②化学式：C8H4N2 

  ③別名：フタロジニトリル、1,2-ジシアノベンゼン、1,2-ベンゼンジカルボニトリル 

  ④物性：粉末状結晶、無色・黄色・灰黄色、微芳香 

  ⑤主な用途：フタロシアニン系染料の合成 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定 

ＡＣＧＩＨ：未設定 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、水質汚濁防止法、船舶安全法、航空法、

労働基準法 
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（103）無水トリメリット酸 

①CAS  No：552-30-7 

  ②化学式：C9H4O5 

  ③別名：1,2,4-ベンゼントリカルボン酸 1,2-無水物、トリメリット酸無水物、 

1,3-ジヒドロ-1,3-ジオキソ-5-イソベンゾフランカルボン酸  

  ④物性：結晶又は粉末、無色、無臭 

  ⑤主な用途：水溶性塗料、エステル系耐熱性可塑剤原料、ポリアミドイミド原料、エポキシ樹脂硬化

剤、接着剤、安定剤、繊維処理剤、界面活性剤、染料、顔料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.04mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.0005mg/m3 

TLV-STEL 0.002mg/m3（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、労働基準法 

 

（104）無水フタル酸 

①CAS  No：85-44-9 

  ②化学式：C8H4O3 

  ③別名：フタル酸無水物、1,2-ベンゼンジカルボン酸無水物、イソベンゾフラン-1,3-ジオン、 

1,3-イソベンゾフランジオン 

  ④物性：固体（結晶）、白色、特徴的な、鼻をつく臭気 

  ⑤主な用途：フタル酸系可塑剤原料、 塗料、ポリエステル樹脂、塗料中間体（フタルイミド、フタ

ロニトリル、o-ベンゾイル、安息香酸など）、テレフタル酸、医薬品、香料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：最大許容濃度 0.33ppm（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA -（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（105）メチレンビスフェニルイソシアネート 

①CAS  No：26447-40-5 

  ②化学式：C15H10N2O2 

  ③別名：メチレンビス（フェニルイソシアネート）、メチレンジフェニルジイソシアネート、 

異性体混合物ジフェニルメタンジイソシアネート 

  ④物性：固体、無色-淡黄色、刺激臭 

  ⑤主な用途：接着剤・塗料・スパンデックス繊維・合成皮革・ウレタンエラストマー原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：海洋汚染防止法 
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（106）レゾルシン 

①CAS  No：108-46-3 

  ②化学式：C6H6O2 

  ③別名：レソルシノール、3-ヒドロキシフェノール、1,3-ジヒドロキシベンゼン 

  ④物性：固体、白色 

  ⑤主な用途：タイヤ、コンベアベルト、駆動ベルト等の強化ゴム原料、木材の高級接着剤、染料、医

薬の合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm 

TLV-STEL 20ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（107）1,4-ジオキサン 

①CAS  No：123-91-1 

  ②化学式：C4H8O2  

  ③別名：ジエチレンエーテル、ジオキサン、ジオキサン（1,4-）、ジオキシエチレンエーテル、 

1,4-ジエチレンジオキシド、1,4-ジオキサシクロヘキサン、p-ジオキサン 

  ④物性：液体、無色、特徴臭 

  ⑤主な用途：洗浄剤、合成皮革溶剤、反応用の溶剤、塩素系溶剤安定剤、医薬原料／セルロースエス

テル類及びセルロースエーテル類の溶剤、有機合成反応・抽出溶剤、トランジスター用

・合成皮革用溶剤、塗料・医薬原料、試薬用、塩素系有機溶剤の安定剤、洗浄剤の調整

用溶剤、繊維処理・染色・印刷時の分散・潤滑剤、パルプ精製時の溶剤等 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：許容濃度 １ppm 3.6mg/m3（経皮吸収）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 20ppm（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、化審法、ＰＲＴＲ法、消防法、大気汚染防止法、水質汚

濁防止法、水道法、下水道法、海洋汚染防止法、廃掃法 

 

（108）テトラヒドロフラン 

①CAS  No：109-99-9 

  ②化学式：C4H8O 

  ③別名：オキサシクロペンタン、オキソラン、テトラエチレンオキシド、THF 

  ④物性：液体、無色、エーテル類似臭 

  ⑤主な用途：合成樹脂・塗料・接着剤溶剤、医薬・農薬製造反応溶媒 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：許容濃度 50ppm 148mg/m3（経皮吸収）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 50ppm 

TLV-STEL 100ppm（skin）（2019 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、化審法、消防法、大気汚染防止法 

 

（109）ピリジン 

①CAS  No：110-86-1 

  ②化学式：C5H5N 

  ③別名：アザベンゼン 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：医薬反応溶媒、無水金属塩の溶剤、界面活性剤原料、有機合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm 3.1mg/m3（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、消防法、道

路法、航空法、船舶安全法、港則法、海洋汚染防止法、大気汚染防止法 

 

（110）ヘキサヒドロ-1,3,5-トリニトロ-1,3,5-トリアジン 

（ヘキサヒドロ-1,3,5-トリニトロ-1,3,5-トリアジン（15 質量％の水で湿性としたものに限る）） 

①CAS  No：121-82-4 

  ②化学式：C3H6N6O6 

  ③別名：トリメチレントリニトラミン 

  ④物性：固体、白色 

  ⑤主な用途：爆薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、火薬類取締

法、航空法、船舶安全法、港則法 

 

（111）有機りん化合物 

（チオリン酸 O,O-ジエチル-O-（2-イソプロピル-6-メチル-4-ピリミジニル）） 

①CAS  No：333-41-5 

  ②化学式：C12H21N2O3PS 

  ③別名：ダイアジノン 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01 mg/m3（Inhalable fraction and vapor）（skin）（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、道路法、航

空法、船舶安全法、港則法、海洋汚染防止法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法 
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（112）カーバメート系化合物 

（N-メチルカルバミン酸 1-ナフチル） 

①CAS  No：63-25-2 

  ②化学式：C12H11NO2 

  ③別名：カルバリル、1-ナフチル＝メチルカルバマート、N-メチル-1-ナフチルカルバマート、NAC 

  ④物性：固体（結晶）、無色・黄白色、弱いにおい 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５mg/m3（経皮吸収）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、大気汚染防止法 

 

（113）ジチオカーバメート系化合物 

（ビス（N,N-ジメチルジチオカルバミン酸）N,N'-エチレンビス（チオカルバモイルチオ亜鉛）） 

①CAS  No：64440-88-6 

  ②化学式：C10H18N4S8Zn2 

  ③別名：ビスジメチルジチオカルバモイル-エチレンビスジチオカルバミン酸亜鉛、ビス（ジメチル

カルバモジチオアト-S,S'）（μ-｛［エチレンビス（カルバモジチオアト）］（2-）｝二亜

鉛）、μ-（N,N'-エチレンジカルバモジチオアト-1κ（2）S：2κ（2）S）ビス［（N,N-ジ

メチルカルバモジチオアト-κ（2）S）亜鉛（Ⅱ）］ 

  ④物性：固体 

  ⑤主な用途：殺虫剤、ジチオカーバメート系殺菌剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：ＰＲＴＲ法 

 

（114）N-(1,1,2,2-テトラクロルエチルチオ)-4-シクロヘキセン-1,2-ジカルボキシミド 

①CAS  No：2425-06-1 

  ②化学式：C10H9Cl4NO2S 

  ③別名：N-（1,1,2,2-テトラクロロエチルチオ）-1,2,3,6-テトラヒドロフタルイミド、キャプタフ

ォル、ダイホルタン 

  ④物性：結晶性粉末、無色、特異臭 

  ⑤主な用途：防菌剤、防腐剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3（skin）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法 
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（115）テトラメチルチウラムジスルフィド 

①CAS  No：137-26-8 

  ②化学式：C6H12N2S4 

  ③別名：チウラム、チラム、ビス（ジメチルカルバミル）ジスルフィド 

  ④物性：結晶、白色 

  ⑤主な用途：殺菌剤、天然ゴム、合成ゴム用加硫促進剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1mg/m3（2010 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05mg/m3  

TLV-STEL – （2011 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 

 

（116）トリクロルニトロメタン 

①CAS  No：76-06-2 

  ②化学式：CCl3NO2 

  ③別名：ニトロトリクロロメタン、クロロピクリン、クロルピクリン 

  ④物性：液体、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫殺菌剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1 ppm 0.67mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1ppm 

TLV-STEL – ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化学兵器禁止法、労働基準法、船

舶安全法、航空法 

 

（117）N-（トリクロロメチルチオ）-1,2,3,6-テトラヒドロフタルイミド 

①CAS  No：133-06-2 

  ②化学式：C9H8Cl3NO2S 

  ③別名：N-トリクロロメチルチオ-4-シクロヘキセン-1,2-ジカルボキシイミド、キャプタン 

  ④物性：固体、白色 

  ⑤主な用途：農薬（殺菌剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、航空法、船舶安全法 

 

（118）パラコート 

①CAS  No：1910-42-5 
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  ②化学式：C12H14Cl2N2 

  ③別名：1,1'-ジメチル-4,4'-ビピリジニウム＝ジクロリド、パラコートジクロリド 

  ④物性：固体、無色 

  ⑤主な用途：農薬（除草剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05 mg/m3（Inhalable fraction of the aerosol）（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、道路法、航

空法、船舶安全法、港則法 

 

（119）パラ-ニトロフェニル＝2,4,6-トリクロルフェニル＝エーテル 

①CAS  No：22532-68-9 

  ②化学式：C12H6Cl3NO3 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（120）ブラストサイジン S 

①CAS  No：2079-00-7 

  ②化学式：C17H26N8O5 

  ③別名：― 

  ④物性：固体（結晶）、白色 

  ⑤主な用途：農薬（殺菌剤、失効農薬） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：毒物及び劇物取締法、労働基準法 

 

（121）6,7,8,9,10,10-ヘキサクロル-1,5,5a,6,9,9a-ヘキサヒドロ-6,9-メタノ-2,4,3-ベンゾジオキサ

チエピン 3-オキシド 

①CAS  No：115-29-7 

  ②化学式：C9H6Cl6O3S 

  ③別名：エンドスルファン、ベンゾエピン 

  ④物性：固体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫剤） 
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  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：第３種粉じん：その他の無機及び有機粉じん＊ 

吸入性粉じん：２mg/m3 

総粉じん：８mg/m3 

（2020 年度版） 

＊多量の粉じんの吸入によるじん肺を予防する観点から、この値以下とする

ことが望ましいとされる濃度。 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.006ppm 0.1mg/m3（Inhalable fraction and vapor）（skin） 

（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、道路法、航

空法、船舶安全法、港則法、海洋汚染防止法、農薬取締法 

 

（122）ペンタクロルフェノール 

①CAS  No：87-86-5 

  ②化学式：C6HCl5O 

  ③別名：ペンタクロロフェノール、ペンタクロロヒドロキシベンゼン 

  ④物性：固体、白色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：除草剤（販売禁止農薬） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.5mg/m3（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（Inhalable fraction and vapor） 

TLV-STEL １mg/m3（Inhalable fraction and vapor） 

（skin）（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働基準法、労働安全衛生法、PRTR 法、毒物及び劇物取締法、化審法、道路法、航空

法、船舶安全法、港則法、海洋汚染防止法、下水道法、水質汚濁防止法、農薬取締法 

 

（123）モノフルオル酢酸ナトリウム 

①CAS  No：62-74-8 

  ②化学式：C2H2FO2Na 

  ③別名：フルオロ酢酸ナトリウム 

  ④物性：様々な形状の無色の固体 

  ⑤主な用途：農薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05mg/m3（skin）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、毒物及び劇物取締法、船舶安全法、航空法 

 

（124）硫酸ニコチン 

①CAS  No：65-30-5 
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  ②化学式：C20H30N4O4S 

  ③別名：（S）-3-（1-メチルピロリジン-2-イル）ピリジン硫酸塩（２：１） 

  ④物性：固体（結晶）、無色 

  ⑤主な用途：殺虫剤・防虫剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：毒物及び劇物取締法、船舶安全法、航空法、港則法、労働基準法 
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化学物質に関する基本情報（検討事項２の検討対象物質） 

 

（１）アセトニトリル 

①CAS  No：75-05-8 

  ②化学式：C2H3N 

  ③別名：シアノメタン、エタンニトリル、メチルシアニド 

  ④物性：液体、無色透明、甘い香り 

  ⑤主な用途：農薬・医薬・香料・染料有機合成用原料、抗生物質抽出剤、クロマト分離のキャリアー

液等の抽出・分離用溶剤、カラーフィルム処理用溶剤、反応溶剤、精製溶剤、リチウム

電池用有機電解液、ビタミン B1、サルファ剤の製造原料、ブタジエン抽出溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 20ppm 34mg/m3（skin）（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、道路法、消防法、港則法、

航空法、船舶安全法、下水道法、水質汚濁防止法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、

廃掃法、土壌汚染対策法 

 

（２）エタノール 

①CAS  No：64-17-5 

  ②化学式：C2H6O 

  ③別名：エチルアルコール、エタン-1-オール 

  ④物性：液体、無色透明、刺激臭 

  ⑤主な用途：多くのエチルアルコールは希釈してアルコール飲料、実験室用溶剤、変性アルコール、

医薬品（消毒剤、ローション、トニック、コロン類）製造、香粧品工業、有機合成化学

工業の溶剤、ガソリンのオクタン価向上剤、医薬品助剤（溶剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-STEL 1000ppm（2013 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、航空法、船舶安全法、港

則法、道路法 

 

（３）エチルメチルケトンペルオキシド 

①CAS  No：1338-23-4 

  ②化学式：C8H16O4 

  ③別名：過酸化メチルエチルケトン、ブタノンペルオキシド 

  ④物性：液体、無色、芳香臭 

  ⑤主な用途：不飽和ポリエステル樹脂硬化剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 
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ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA - ppm 

TLV-STEL 0.2ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（４）エチレングリコール 

①CAS  No：107-21-1 

  ②化学式：C2H6O2 

  ③別名：1,2-エタンジオール、1,2-ジヒドロキシエタン 

  ④物性：吸湿性液体、無色、粘ちょう、無臭 

  ⑤主な用途：ポリエステル繊維原料、不凍液、グリセリンの代用、溶剤（酢酸ビニル系樹脂）、耐寒

潤滑油、有機合成（染料、香料、化粧品、ラッカー）、電解コンデンサー用ペースト、

乾燥防止剤（にかわ）、医薬品、不凍ダイナマイト、界面活性剤、不飽和ポリエステル 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-STEL 100mg/m3（Aerosol only）（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、消防法 

 

（５）オゾン 

①CAS  No：10028-15-6 

  ②化学式：O3 

  ③別名：― 

  ④物性：気体、無色又は帯青色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：食品添加物、漂白剤、合成中間体 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm 0.2mg/m3（2006 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05ppm Heavy work 

            0.08ppm Moderate work 

            0.10ppm Light work 

            0.20ppm Heavy, moderate or Light work（≦2H）（2006 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、高圧ガス保安法、船舶安全法、航空法 

 

（６）カーボンブラック 

①CAS  No：1333-86-4 

  ②化学式：C 

  ③別名：アセチレンブラック、チャンネルブラック、ファーネスブラック 

  ④物性：固体、黒色、無臭 

  ⑤主な用途：ゴム補強剤、樹脂・印刷インキ・塗料・高圧ケーブル・通信ケーブル・伝導性材料など

の配合原料、各種電池材料 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：１mg/m3（吸入性粉じん） 

４mg/m3（総粉じん） 

（第２種粉じん：カーボンブラック）（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ３mg/m3（吸入性粉じん）（カーボンブラック）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、港則法、航空法、じん肺法、船舶安全法、外国為替及び外国貿易管理

法 

 

（７）銀及びその水溶性化合物 

①CAS  No：7440-22-4 

  ②化学式：Ag 

  ③別名：― 

  ④物性：金属、白色、無臭 

  ⑤主な用途：写真感光用硝酸銀原料、電気接点材料、銀ロウ、メッキ用極板展伸材、歯科用、食器、

鏡、飾物、装身具、貨幣、医薬、触媒、乾電池、食品着色料（銀箔として、食品の外面

装飾用）、化粧品原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.01mg/m3（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法 

 

（８）酢酸 

①CAS  No：64-19-7 

  ②化学式：C2H4O2 

  ③別名：エタン酸、メタンカルボン酸 

  ④物性：液体、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：各種製造用原料（酢酸ビニル、酢酸エステル、無水酢酸、アセトン、食品調味料、医薬

品等）、染色酸、食用、溶媒、エステルとして各種溶剤、香料、酢酸ビニルモノマー、

モノクロロ酢酸、無水酢酸、セルロースアセタート、テレフタル酸などの原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10ppm 25mg/m3（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm 

TLV-STEL 15ppm（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、海洋汚染防止法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（９）2-シアノアクリル酸エチル 

①CAS  No：7085-85-0 

  ②化学式：C6H7NO2 

  ③別名：2-シアノプロペン酸エチル、エチルα-シアノアクリラート、エチルシアノアクリラート 

  ④物性：液体、無色、強い刺激臭 
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  ⑤主な用途：接着剤原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.2ppm １mg/m3（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、下水道法、毒物及び劇物取締法、消防法、水質汚濁防止法、外国為替

及び外国貿易管理法、バーゼル法、土壌汚染対策法 

 

（10）2,4-ジクロロフェノキシ酢酸 

①CAS  No：94-75-7 

  ②化学式：C8H6Cl2O3 

  ③別名：2,4-D、2,4-PA 

  ④物性：固体、無色あるいは白色、無臭・かすかなフェノール臭 

  ⑤主な用途：農薬（除草剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2016 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10mg/m3（Inhalable particulate matter）（skin）（2016 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、船舶安全法、船舶安全法、ＰＲＴＲ法、外国為替及び外国貿

易管理法、バーゼル法 

 

（11）2,4-ジニトロトルエン 

①CAS  No：121-14-2 

  ②化学式：C7H6N2O4 

  ③別名：1-メチル-2,4-ジニトロベンゼン 

  ④物性：固体、黄色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：有機合成薬品、トルイジン原料、染料中間体、有機合成原料（トルエンジアミン、火薬

の中間体、染料） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.2mg/m3（skin）（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、消防法、道路法、航空法、

船舶安全法、海洋汚染防止法、大気汚染防止法 

 

（12）すず及びその化合物 

①CAS  No：7440-31-5 

  ②化学式：Sn 

  ③別名：― 

  ④物性：固体、銀白色、無臭 

  ⑤主な用途：スズ塩類原料、還元剤、合金原料、スズ箔、チューブ用、メッキ 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２mg/m3（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法 

 

（13）タングステン及びその水溶性化合物 

①CAS  No：7440-33-7 

  ②化学式：W 

  ③別名：ウォルフラム 

  ④物性：固体、灰-白色 

  ⑤主な用途：超硬合金・磁鉄鋼・顔料・触媒原料、白熱電球フィラメント 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：（吸入性粉じん）２mg/m3 

（総粉じん）８mg/m3 

（第３種粉じん：その他の無機及び有機粉じん）（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3 

TLV-STEL 10mg/m3 

（金属タングステン及びその不溶性化合物）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、港則法、航空法、道路法、消防法、船舶安全法、外国為替及び外国貿

易管理法 

 

（14）チオりん酸 O,O-ジエチル-O-（3,5,6-トリクロロ-2-ピリジル）（別名クロルピリホス） 

①CAS  No：2921-88-2 

  ②化学式：C9H11Cl3NO3PS 

  ③別名：クロルピリホス 

  ④物性：固体、白色粒状結晶、弱いメルカプタン臭 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1ppm（Inhalable fraction of the aerosol）（skin）（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、道路法、航空法、船舶安

全法、水質汚濁防止法、海洋汚染防止法、建築基準法 

 

（15）銅及びその化合物 

①CAS  No：7440-50-8 

  ②化学式：Cu 

  ③別名：― 

  ④物性：粉末、赤色 

  ⑤主な用途：電線電気製品、合金、鋳物、送配水管、台所用品、薬剤用設備、貨幣、化学薬品 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：未設定（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.2mg/m3（ヒューム） 

TLV-TWA １mg/m3（粉じん、ミスト）（2013 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、下水道法、水道法 

 

（16）二酸化塩素 

①CAS  No：10049-04-4 

  ②化学式：ClO2 

  ③別名：過酸化塩素、塩素(Ⅳ)ジオキシド、アンチウムジオキシド 

  ④物性：気体、赤-黄色、不快臭 

  ⑤主な用途：消臭剤、殺菌剤、防カビ剤、漂白剤（パルプ・繊維・革・油脂）、食品添加物（漂白剤

；小麦粉、油脂、蜜ロウなど） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1 ppm 0.28mg/m3 

TLV-STEL 0.3 ppm 0.83mg/m3（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、航空法、道路法、外国為替及び外国貿易管理法、高圧ガス保安法 

 

（17）ニトロメタン 

①CAS  No：75-52-5 

  ②化学式：CH3NO2 

  ③別名：― 

  ④物性：液体、無色、不快臭 

  ⑤主な用途：溶剤、界面活性剤、医薬中間体（原料） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 20ppm 50mg/m3（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、道路法、消防法、港則法、航空法、船舶安全法、

大気汚染防止法 

 

（18）白金及びその水溶性塩 

①CAS  No：7440-06-4 

  ②化学式：Pt 

  ③別名：プラチナ 

  ④物性：銀灰色、様々な形状の固体、黒色の粉末 

  ⑤主な用途：石油化学や自動車排気ガス処理用触媒、度量衡原器、白金抵抗温度計、熱電対、電気接

点材料、発火セン、電極、ルツボ、化学装置の内張り、光学ガラスの溶解、歯科医療材

料、装飾用貴金属類等 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：0.001mg/m3（水溶性白金塩、白金として）（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １mg/m3（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法 

 

（19）バリウム及びその水溶性化合物 

①CAS  No：7440-39-3 

  ②化学式：Ba 

  ③別名：― 

  ④物性：固体、帯黄色-白色、無臭 

  ⑤主な用途：有機バリウム化合物原料、ゲッター原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2016 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（バリウムとして）（バリウムとその可溶性化合物） 

（2016 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、港則法、船舶安全法、航空法、消防法、道路法、外国為替及び外国貿

易管理法 

 

（20）ブタン 

①CAS  No：106-97-8 

  ②化学式：C4H10 

  ③別名：n-ブタン、ノルマル-ブタン 

  ④物性：ガス、無色、無臭 

  ⑤主な用途：石油化学原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：500ppm 1200mg/m3（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-STEL 1,000ppm 2,370mg/m3（Explosion Hazard）（Butane, isomers） 

（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、道路法、高圧ガス保安法、航空法、

船舶安全法、港則法、大気汚染防止法 

 

（21）プロピルアルコール（イソプロピルアルコール） 

①CAS  No：67-63-0 

  ②化学式：C3H8O 

  ③別名：2-プロパノール、イソプロパノール 

  ④物性：液体、無色、鼻を刺すような臭い 

  ⑤主な用途：合成アセトンの中間原料、溶剤（セラック、サンダラック、カウリゴム、ビニルブチラ

ール樹脂、その他）、ニトロセルロースラッカーの溶剤、印刷インキ用抽出溶剤（綿実

油、オレンジ、レモン油、抗生物質）、脱水剤（硝化綿、無機薬品、デンプン、ゼラチ

ン、フィルム、メッキ工業）ヘアトニック・ローションの配合剤、製薬用、消毒用航空
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機用の凍結防止、ラジエーター冷却水の氷結防止ブレーキ油調合剤、その他の合成原

料、精製用化粧品原料（清浄用化粧品、頭髪化粧品、基礎化粧品、メークアップ化粧品、

芳香化粧品、日焼け・日焼け止め化粧品、爪化粧品、アイライナー化粧品、口唇化粧品、

口腔化粧品、入浴用化粧品） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：最大許容濃度 400ppm 980mg/m3（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 200ppm 

TLV-STEL 400ppm（2013 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、航空法、船舶安全法、港

則法、道路法 

 

（22）モリブデン及びその化合物 

①CAS  No：7439-98-7 

  ②化学式：Mo 

  ③別名：― 

  ④物性：固体、銀白色 

  ⑤主な用途：特殊鋼・真空管グリッド・耐熱材料・抵抗体・触媒・潤滑剤・顔料原料、電子材料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：（吸入性粉じん）２mg/m3 

（総粉じん）８mg/m3 

（第３種粉じん：その他の無機及び有機粉じん）（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10mg/m3（吸入性粉じん） 

TLV-TWA ３mg/m3（呼吸性画分） 

（金属及びその不溶性化合物、モリブデンとして）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、港則法、航空法、道路法、消防法、水質汚濁防止法、船舶安全法、大

気汚染防止法、ＰＲＴＲ法 

 

（23）ロジン 

①CAS  No：8050-09-7 

  ②化学式：― 

  ③別名：― 

  ④物性：固体、淡黄-琥珀色、特徴臭 

  ⑤主な用途：塗料原料、インキ、ゴム接着剤、石けん、染料、皮靴 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA（あらゆるルートのばく露を可能な限り低レベルに抑えるような管理が必 

要である。）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、海洋汚染防止法 
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（24）アルファ-ナフチルアミン及びその塩 

①CAS  No：134-32-7 

  ②化学式：C10H9N 

  ③別名：1-ナフチルアミン、1-アミノナフタレン、α-ナフチルアミン 

  ④物性：無色-白色結晶粉末又は針状体、空気・光・水分にばく露すると赤色、特異臭（不快臭） 

  ⑤主な用途：α-ナフトール・α-ナフチルアミンスルホン酸塩・アゾ系染料、媒染剤、ゴム薬品、有

機合成 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 75ppm 

        TLV-STEL 110ppm（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、船舶安全法、航空法 

 

（25）アクリル酸 

①CAS  No：79-10-7 

  ②化学式：C3H4O2 

  ③別名：2-プロペン酸 

  ④物性：江吉、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：アクリル酸エステル、アクリロニトリル、ブタジエン、酢酸ビニルなどほかのモノマー

と共重合させたものは、不織布バインダー、フロッキー加工用バインダー、繊維の改質

剤など、ポリアクリル酸塩類は高吸水性樹脂、増粘剤、凝集剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２ppm（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、航空法、船舶安

全法 

 

（26）アジピン酸 

①CAS  No：124-04-9 

  ②化学式：C6H10O4 

  ③別名：ヘキサン二酸、1,4-ブタンジカルボン酸 

  ④物性：単斜晶系柱状晶、無色、無臭 

  ⑤主な用途：ナイロン樹脂原料（ヘキサメチレンジアミンとナイロン 66 をつくる）・可塑剤 DOA・

塗料・医薬品原料・香料固定剤・有機合成・分析用試薬、酒石酸・クエン酸の代用とし

てアストリンゼント、レモン乳液、ヘアリンスなど、化粧品原料（清浄用化粧品、頭髪

用化粧品、基礎化粧品、メークアップ化粧品、芳香化粧品、日焼け・日焼け止め化粧品、

爪化粧品、口唇化粧品、口腔化粧品、入浴用化粧品）食品添加物（酸味料、乳製品ホイ

ッピング改良剤、食用油脂品質改良、フレーバー増強剤） 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法 

 

（27）亜硝酸イソブチル 

①CAS  No：542-56-3 

  ②化学式：C4H9NO2 

  ③別名：亜硝酸 2-メチルプロピル 

  ④物性：液体、無色 

  ⑤主な用途：芳香剤添加物、カルボキシメチルセルロース原料、農薬・医薬原料、可塑剤・医薬原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-STEL １ppm 4.2mg/m3（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、水道法、道路法、毒物及び劇物取締法、水質汚濁防止法、外国為替及

び外国貿易管理法、バーゼル法 

 

（28）アスファルト 

①CAS  No：8052-42-4 

  ②化学式：― 

  ③別名：― 

  ④物性：固体、暗い茶色-黒、タール臭 

  ⑤主な用途：道路舗装材料、ゴム練込み用材料、印刷インキ・塗料・建材・鋳物砂型・舗装材料・防

水材料・電気絶縁材料原料、農薬（失効農薬） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（ベンゼンエアロゾルとして）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、海洋汚染防止法 

 

（29）亜硫酸水素ナトリウム 

①CAS  No：7631-90-5 

  ②化学式：NaHSO3 

  ③別名：重亜硫酸ナトリウム、亜硫酸水素＝ナトリウム 

  ④物性：液体 

  ⑤主な用途：皮革（タンニン溶解剤）、食品（加工食品の漂白剤、保存剤）、染料及び中間物精製、

写真（定着補助剤）、還元剤、漂白剤、廃液処理剤、洗剤、香料、試薬、医薬、化粧品

原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3（2013 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、水道法、海洋汚染防止法、航空法、船舶安全法、港則法 

 

（30）アリルアルコール 

①CAS  No：107-18-6 

  ②化学式：C3H6O 

  ③別名：プロペニルアルコール、2-プロペン-1-オール 

  ④物性：液体、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：アリルグリシジルエーテル・エピクロロヒドリン合成原料、ジアリルフタレート樹脂合

成原料、医薬品・香料・難燃化剤合成原料、ジアリルフタレート樹脂・医薬・香料・難

燃化剤などの原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１ppm 2.4mg/m3（経皮吸収）（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLW-TWA 0.5 ppm 1.19mg/m3（skin）（2017 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、道路法、消防法、港則法、航空法、

船舶安全法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法 

 

（31）アルミニウム及びその水溶性塩 

①CAS  No：7429-90-5 

  ②化学式：Al 

  ③別名：― 

  ④物性：固体、銀色-灰色-白色、無臭 

  ⑤主な用途：金属（圧延品）、電線、ダイカスト原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.5mg/m3（吸入性粉じん） 

２mg/m3（総粉じん） 

（第１種粉じん：アルミニウム）（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １mg/m3（金属アルミニウム及び不溶性化合物）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、水道法、港則法、航空法、道路法、じん肺法、消防法、水質汚濁防止

法、船舶安全法、外国為替及び外国貿易管理法 

 

（32）一酸化二窒素 

①CAS  No：10024-97-2 

  ②化学式：N2O 

  ③別名：亜酸化窒素 

  ④物性：ガス、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：医薬（麻酔用）、冷媒、シリコンの酸化膜形成用、食品添加物 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 50ppm 90mg/m3（2019 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、道路法、高圧ガス保安法、航空法、

船舶安全法、港則法、大気汚染防止法 

 

（33）ウレタン 

①CAS  No：51-79-6 

  ②化学式：C3H7NO2 

  ③別名：カルバミン酸エチル、エチルカルバマート、エチルウレタン 

  ④物性：結晶、無色-白色、無臭 

  ⑤主な用途：生化学用，有機合成原料，医薬原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2010 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2010 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法 

 

（34）1,1'-エチレン-2,2'-ビピリジニウム＝ジブロミド（別名ジクアット） 

①CAS  No：85-00-7 

  ②化学式：C12H12Br2N2 

  ③別名：ジクワット、ジクワットジブロミド 

  ④物性：固体、無色から黄色の結晶 

  ⑤主な用途：農薬（除草剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（Inhalable fraction of the aerosol） 

TLV-TWA 0.1mg/m3（Respirable fraction of the aerosol） 

（Diquat）（skin）（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、PRTR 法、毒物及び劇物取締法、道路法、航空法、船舶安全

法 

 

（35）オメガ-クロロアセトフェノン 

①CAS  No：532-27-4 

  ②化学式：C8H7ClO 

  ③別名：2-クロロアセトフェノン、フェナシルクロリド 

  ④物性：固体、無色-灰色、鋭い刺激臭 

  ⑤主な用途：農薬・医薬中間体 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05ppm 0.32mg/m3（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、道路法、航空法、船舶安全法 
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（36）クロロエタン(別名塩化エチル） 

①CAS  No：75-00-3 

  ②化学式：C2H5Cl 

  ③別名：エチルクロライド、モノクロロエタン 

  ④物性：気体、無色、腐敗臭・エーテル臭 

  ⑤主な用途：エチルセルロース合成原料、ポリスチレン発泡助剤、オレフィン重合触媒原料、有機金

属化合物原料、エチル化剤、農薬中間体 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：100ppm 260mg/m3（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA: 100ppm 264mg/m3（2015 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、港則法、航空法、道路法、毒物及び劇物取締法、船舶安全法、

大気汚染防止法、外国為替及び外国貿易管理法、バーゼル法、高圧ガス保安法 

 

（37）2-クロロベンジリデンマロノニトリル 

①CAS  No：2698-41-1 

  ②化学式：C10H5ClN2 

  ③別名：o-クロロベンジリデンマロノニトリル 

  ④物性：固体、白色 

  ⑤主な用途：催涙ガス 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-Ceiling limit 0.05ppm 0.39mg/m3（Inhalable fraction and vapor）（skin）

（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、航空法、船舶安全法、道路法、下

水道法、水質汚濁防止法、土壌汚染対策法、廃棄物処理法 

 

（38）結晶質シリカ 

（結晶質シリカ（石英）） 

①CAS  No：14808-60-7 

  ②化学式：O2Si 

  ③別名：結晶質-石英、結晶質二酸化ケイ素-石英、無水ケイ酸 

  ④物性：固体、無色-白色、無臭 

  ⑤主な用途：窯業原料、ケイ酸ソーダ原料、鋳物鋳型用 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.03mg/m3（吸入性結晶質シリカ）（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.025mg/m3（呼吸性画分） 

（結晶性シリカ、α-クォーツ及びクリストバライト）（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、じん肺法、海洋汚染防止法、外国為替及び外国貿易管理法 
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（39）鉱油 

①CAS  No：72623-86-0、72623-87-1（推定） 

  ②化学式：― 

  ③別名：石油留分の水素化により得られるニュートラル潤滑油用基油（推定） 

  ④物性：液体（CAS No.64741-97-5）、琥珀色の粘ちょう液体（CAS No.64741-88-4） 

  ⑤主な用途：各種工業用潤滑油、自動車エンジンオイル、プラスチック用滑材、離型剤、内部潤滑剤、

繊維工業のサイジング油剤、紡糸・紡毛油剤、化粧品、医薬品、パン製造用離型剤、化

粧品原料（清浄用化粧品、頭髪用化粧品、基礎化粧品、メークアップ化粧品、芳香化粧

品、日焼け・日焼け止め化粧品、爪化粧品、アイライナー化粧品、口唇化粧品、口腔化

粧品、入浴用化粧品） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3（鉱油ミストとして） 

TLV-STEL 10mg/m3（鉱油ミストとして）（2006 年度版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法 

 

（40）固形パラフィン 

①CAS  No：8002-74-2 

  ②化学式：CnH2n+2(不定) 

  ③別名：パラフィンろう 

  ④物性：固体、白色-黄色、無臭 

  ⑤主な用途：固着性展着剤、蒸散抑制剤、包装紙等の表面コーティング、合成ゴム・パラフィン紙・

ロウソク原料、ゴム工業用、電気絶縁材料、防湿・防水剤、化粧品・医薬品配合原料、

農薬（植物成長調整剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２mg/m3（ヒューム）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、海洋汚染防止法 

 

（41）酢酸ビニル 

①CAS  No：108-05-4 

  ②化学式：C4H6O2 

  ③別名：ビニル＝アセタート、酢酸ビニルモノマー 

  ④物性：液体、無色、甘ったるいにおい 

  ⑤主な用途：酢酸ビニル樹脂・共重合樹脂原料、ポリビニルアルコール・ガムベース原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10ppm 35mg/m3 

TLV-STEL 15ppm 53mg/m3（2019 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、消防法、道路法、航空法、

船舶安全法、港則法、海洋汚染防止法、大気汚染防止法 

 

（42）酸化チタン（Ⅳ） 

①CAS  No：13463-67-7 

  ②化学式：TiO2 

  ③別名：二酸化チタン、C.I.ピグメントホワイト 

  ④物性：固体、無色-白色、無臭 

  ⑤主な用途：塗料・印刷インキ・インクジェットインキ・プラスチックの着色顔料、化粧品・シリコ

ーンゴム・プラスチック繊維・磁気テープ・トナー・セラミックスなどの配合原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：（吸入性粉じん）１mg/m3 

（総粉じん）４mg/m3 

（第２種粉じん：二酸化チタン）（2016 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10mg/m3（2016 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、じん肺法、海洋汚染防止法、外国為替及び外国貿易管理法 

 

（43）酸化鉄 

①CAS  No：1309-37-1 

  ②化学式：Fe2O3 

  ③別名：三酸化二鉄(Ⅲ) 

  ④物性：固体、赤色-黒色、無臭 

  ⑤主な用途：磁性材料原料、塗料原料、ペイント顔料、さび止め顔料、磁気テープ配合剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：（吸入性粉じん）１mg/m3 

（総粉じん）４mg/m3 

（第２種粉じん：酸化鉄）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3（Respirable fraction of the aerosol）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、航空法、船舶安全法 

 

（44）2,2-ジクロロ-1,1,1-トリフルオロエタン（別名 HCFC-123） 

①CAS  No：306-83-2 

  ②化学式：C2HCl2F3 

  ③別名：フレオン 123、フロン 123 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭い 

  ⑤主な用途：エアゾール用噴射剤、発泡剤、遠心式冷凍機用冷媒 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10ppm 62mg/m3（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2005 年版） 
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  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、高圧ガス保安法、オゾン層保護法 

 

（45）ジチオりん酸 O,O-ジエチル-S-エチルチオメチル（別名ホレート） 

①CAS  No：298-02-2 

  ②化学式：C7H17O2PS3 

  ③別名：― 

  ④物性：液体、無色-黄色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05mg/m3（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法 

 

（46）ジチオりん酸 O,O-ジメチル-S-1,2-ビス（エトキシカルボニル）エチル（別名マラチオン） 

①CAS  No：121-75-5 

  ②化学式：C10H19O6PS2 

  ③別名：マラソン 

  ④物性：液体、黄色-茶色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：10mg/m3（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １mg/m3（Inhalable fraction and vapor）（skin）（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、航空法、船舶安全法、海

洋汚染防止法 

 

（47）ジベンゾイルペルオキシド 

①CAS  No：94-36-0 

  ②化学式：C14H10O4 

  ③別名：ベンゾイルペルオキシド 

  ④物性：結晶又は粉末、白色、かすかな臭い 

  ⑤主な用途：小麦粉・油脂・蝋などの漂白剤、重合触媒、硬化剤、ポリマー架橋剤、医薬・化粧品、

ゴム配合剤、乾燥剤、食品添加物（小麦粉等改良剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3（2013 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、航空法、船舶安全法、港則法、道路法 

 

（48）臭化水素 

①CAS  No：10035-10-6 
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  ②化学式：BrH 

  ③別名：ブロモ水素、臭化水素酸 

  ④物性：ガス、無色、刺激臭 

  ⑤主な用途：各種ブロム塩類・臭化アルキル原料、医薬原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-Ceiling limit ２ppm 6.8mg/m3（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、道路法、高圧ガス保安法、

航空法、船舶安全法、港則法、水道法 

 

（49）しゆう酸 

①CAS  No：144-62-7 

  ②化学式：C2H2O4 

  ③別名：エタン二酸、1,2-ジヒドロキシ-1,2-エタンジオン、シュウ酸 

  ④物性：固体、無色又は白色、無臭 

  ⑤主な用途：水アメ・ブドウ糖の製造（加水分解用）、分析用試薬、希土類精製、有機合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2016 年版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １mg/m3 

TLV-STEL ２mg/m3 

（しゅう酸、その無水物と二水和物）（2016 年度版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、道路法、毒物及び劇物取締法、大気汚染防止法、外国為替及び外国貿

易管理法、バーゼル法 

 

（50）しょう脳 

①CAS  No：76-22-2 

  ②化学式：C10H16O 

  ③別名：1,7,7-トリメチル-ビシクロ［2.2.1］ヘプタン-2-オン、2-ボルナノン 

  ④物性：固体、無色あるいは白色、特徴臭 

  ⑤主な用途：興奮剤、香料、防虫剤、セルロイド、フィルムの可塑剤、塗料ワニス 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２ppm 

TLV-STEL ３ppm（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、船舶安全法、航空法 

 

（51）水酸化カルシウム 

①CAS  No：1305-62-0 

  ②化学式：CaH2O2 
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  ③別名：消石灰 

  ④物性：結晶又は粉末、無色又は白色 

  ⑤主な用途：建築用、肥料、サラシ粉、豆炭、練炭、非鉄金属、パルプ、製紙、食品添加物、農薬化

粧品原料（清浄用化粧品、頭髪化粧品、基礎化粧品、メークアップ化粧品、芳香化粧品、

日焼け・日焼け止め化粧品、爪化粧品、口唇化粧品、口腔化粧品、入浴用化粧品） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA -（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法 

 

（52）石油ナフサ 

①CAS  No：64742-95-6 

  ②化学式：C8-C10 芳香族炭化水素混合物 

  ③別名：― 

  ④物性：液体、無色 

  ⑤主な用途：燃料添加剤用溶剤、石油精製原料、洗浄剤、殺虫剤、潤滑剤及び添加剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、船舶安全法、航空法、港則法 

 

（53）石油ベンジン 

①CAS  No：8032-32-4 

  ②化学式：― 

  ③別名：石油エーテル、リグロイン 

  ④物性：液体、無色透明、特有の臭気 

  ⑤主な用途：石油化学品合成原料、抽出溶剤、燃料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 300ppm（Changes are proposed）（2007 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、船舶安全法、航空法、港則法 

 

（54）テトラエチルチウラムジスルフィド（別名ジスルフィラム） 

①CAS  No：97-77-8 

  ②化学式：C10H20N2S4 

  ③別名：テトラエチルチウラム＝ジスルフィド 

  ④物性：固体（結晶）、無色・黄白色、無臭 

  ⑤主な用途：有機ゴム薬品（加硫促進剤） 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２mg/m3（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、化審法、ＰＲＴＲ法 

 

（55）灯油 

①CAS  No：8008-20-6 

  ②化学式：― 

  ③別名：ケロシン 

  ④物性：液体、無色-淡黄色 

  ⑤主な用途：ジェット燃料、ロケット燃料、石油ストーブ用、塗料稀釈剤、機械洗浄用、農薬溶剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 200mg/m3（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法 

 

（56）トリエタノールアミン 

①CAS  No：102-71-6 

  ②化学式：C6H15NO3 

  ③別名：トリヒドロキシトリエチルアミン、2,2',2"-ニトリロトリスエタノール、 

2-［ビス（2-ヒドロキシエチル）アミノ］エタノール 

  ④物性：吸湿性液体あるいは結晶、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：界面活性剤原料、セメント添加剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3（2013 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、化学兵器禁止法、海洋汚染防止法 

 

（57）2,4,5-トリクロロフェノキシ酢酸 

①CAS  No：93-76-5 

  ②化学式：C8H5Cl3O3 

  ③別名：2,4,5-T 

  ④物性：結晶性粉末、無色、無臭 

  ⑤主な用途：試薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 10mg/m3（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、船舶安全法、航空法 

 

（58）1-ナフチル-N-メチルカルバメート（別名カルバリル） 
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①CAS  No：63-25-2 

  ②化学式：C12H11NO2 

  ③別名：N-メチルカルバミン酸 1-ナフチル、1-ナフチル＝メチルカルバマート、 

N-メチル-1-ナフチルカルバマート、NAC 

  ④物性：固体（結晶）、無色・黄白色、弱いにおい 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５mg/m3（経皮吸収）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（skin）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、大気汚染防止法 

 

（59）ニコチン 

①CAS  No：54-11-5 

  ②化学式：C10H14N2 

  ③別名：3-（1-メチル-2-ピロリジニル）ピリジン 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：医薬、殺虫剤（失効農薬） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.5mg/m3（skin）（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、道路法、航空法、船舶安

全法、港則法 

 

（60）ビス（2-クロロエチル）スルフィド（別名マスタードガス） 

①CAS  No：505-60-2 

  ②化学式：C4H8Cl2S 

  ③別名：イペリット、1,1'-チオビス（2-クロロエタン）、硫化ジクロロエチル 

  ④物性：液体、無色-黄色、特徴臭 

  ⑤主な用途：化学兵器（毒ガス）、少量がアルキル化剤のモデル物質として研究材料、医学分野にお

いて角質細胞（psoratic keratinocytes）の過剰増殖調整剤として使用 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、消防法、船舶安全法、航空法 

 

（61）フェノチアジン 

①CAS  No：92-84-2 

  ②化学式：C12H9NS 

  ③別名：10H-フェノチアジン、ジベンゾチアジン 
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  ④物性：固体、黄色の結晶、光にばく露すると濃緑色になる、微臭 

  ⑤主な用途：殺虫剤、尿路感染症、重合抑制剤、酸化防止剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ５mg/m3（2009 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法 

 

（62）フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）（別名 DEHP） 

①CAS  No：117-81-7 

  ②化学式：C24H38O4 

  ③別名：フタル酸ジ（2-エチルヘキシル）、1,2-ベンゼンジカルボン酸ビス（2-エチルヘキシル）、

ジエチルヘキシルフタラート 

  ④物性：液体、無色-薄く着色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：可塑剤として塩化ビニル製品（シート、レザー、電線被覆材、農業用ビニルフィルム等）

等に添加 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：５mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２ppm 

TLV-STEL 未設定（2014 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、消防法 

 

（63）2,3-ブタンジオン（別名ジアセチル） 

①CAS  No：431-03-8 

  ②化学式：C4H6O2 

  ③別名：ビアセチル、ジメチルグリオキサール 

  ④物性：液体、黄色、不快なバター臭 

  ⑤主な用途：有機合成中間体、香料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01ppm 0.04mg/m3 

TLV-STEL 0.02ppm 0.07mg/m3（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、道路法、航空法、船舶安

全法、港則法 

 

（64）2-ブロモ-2-クロロ-1,1,1-トリフルオロエタン（別名ハロタン） 

①CAS  No：151-67-7 

  ②化学式：C2HBrClF3 

  ③別名：― 

  ④物性：液体、無色、特徴的な臭気 
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  ⑤主な用途：吸入麻酔剤、麻酔作用はエーテルの 4倍、クロロホルムの 2倍 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 50ppm 

TLV-STEL 未設定（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法 

 

（65）ヘキサクロロエタン 

①CAS  No：67-72-1 

  ②化学式：C2Cl6 

  ③別名：パークロロエタン 

  ④物性：結晶、無色、特徴的な臭気 

  ⑤主な用途：発煙筒用発煙剤、花火、家畜駆虫剤、アルミニウム鋳物脱ガス、脱酸剤（アルミニウム、

マグネシウム、銅及びこれらの合金に用いられる）、切削油添加剤、塩化ビニル可塑助

剤、エッチングガス 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １ppm（skin）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法 

 

（66）ベンゾ[a]アントラセン 

①CAS  No：56-55-3 

  ②化学式：C18H12 

  ③別名：1,2-ベンズアントラセン、テラフェン、ナフトアントラセン 

  ④物性：葉状又は板状、無色 

  ⑤主な用途：試薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2010 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA - 

TLV-STEL -（2011 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、船舶安全法、航空法 

 

（67）ほう酸及びそのナトリウム塩 

①CAS  No：10043-35-3 

  ②化学式：BH3O3 

  ③別名：オルトほう酸、トリヒドロキシボラン 

  ④物性：固体、無色あるいは白色、無臭 

  ⑤主な用途：ガラス・ホウロウ原料、医薬、ニッケルメッキ添加剤、防火剤、防腐剤、写真薬 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：未設定（2013 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA ２mg/m3（インハラブル粒子） 

TLV-STEL ６mg/m3（インハラブル粒子）（2013 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、下水道法、水道法、

土壌汚染対策法 

 

（68）N-メチルカルバミン酸 2,3-ジヒドロ-2,2-ジメチル-7-ベンゾ[b]フラニル（別名カルボフラン） 

①CAS  No：1563-66-2 

  ②化学式：C12H15NO3 

  ③別名：― 

  ④物性：固体、無色、無臭 

  ⑤主な用途：殺虫剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、化審法、航空法、船舶安全法、港

則法、海洋汚染防止法 

 

（69）N-メチル-2-ピロリドン 

①CAS  No：872-50-4 

  ②化学式：C5H9NO 

  ③別名：1-メチル-2-ピロリジノン、4-（メチルアミノ）酪酸ラクタム、N-メチルピロリドン 

  ④物性：液体、無色、穏やかなアミン臭 

  ⑤主な用途：樹脂溶剤、アセチレン溶剤、MOS 半導体製造用溶剤、化粧品基剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１ppm ４mg/m3（2015 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2015 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、化審法、消防法、大気汚染防止法、海洋汚染防止法、外国為替及び外

国貿易管理法 

 

（70）沃素及びその化合物 

①CAS  No：7553-56-2 

  ②化学式：I2 

  ③別名：― 

  ④物性：固体（結晶）、帯青黒又は暗紫色、刺激臭 

  ⑤主な用途：有機合成の中間体及び触媒、医薬品、保健薬、殺菌剤、家畜飼料添加剤、有機化合物安

定剤、染料、写真製版、農薬、希有金属の製錬、分析用試薬、人工的に造られる放射性

ヨウ素 131 は診断治療、内科放射治療、薄層膜厚測定、送水管の欠陥検査、油田の検

出、化学分析のトレーサーなど生物学、医学、バイオテクノロジーでの利用が盛んであ
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る 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1ppm（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA - 

TLV-STEL -（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法、消防法、船舶安全法、航空法、労働基準法 

 

（71）ヨードホルム 

①CAS  No：75-47-8 

  ②化学式：CHI3 

  ③別名：トリヨードメタン 

  ④物性：固体、黄色、サフランのような臭い 

  ⑤主な用途：医薬、有機合成原料、試薬 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.6ppm、（NIC）0.2ppm 10mg/m3、（NIC）3.3mg/m3 

（Inhalable fraction and vapor）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、航空法、船舶安全法 

 

（72）りん酸 

①CAS  No：7664-38-2 

  ②化学式：H3O4P 

  ③別名：オルソリン酸、正リン酸 

  ④物性：液体、無色 

  ⑤主な用途：リン酸塩及び縮合リン酸塩類の原料、金属表面処理、メッキ、医薬品（ストレプトマイ

シン、ペニシリン、ビタミン C）、染色、食品（清涼飲料の酸味剤などの食品添加物）、

歯みがき（リン酸カルシウム用）、化粧品原料（清浄用化粧品、頭髪化粧品、基礎化粧

品、メークアップ化粧品、芳香化粧品、日焼け・日焼け止め化粧品、爪化粧品、口唇化

粧品、口腔化粧品、入浴用化粧品） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：１mg/m3（2014 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １mg/m3 

TLV-STEL ３mg/g3（2014 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、船舶安全法、航空法 

 

（73）りん酸ジメチル＝(E)-1-（N-メチルカルバモイル）-1-プロペン-2-イル（別名モノクロトホス） 

①CAS  No：6923-22-4 

  ②化学式：C7H14NO5P 

  ③別名：3-（ジメトキシホスフイニルオキシ）-N-メチル-シス-クロトナミド 
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  ④物性：吸湿性の結晶、無色 

  ⑤主な用途：農薬（殺虫剤） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2005 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05mg/m3（skin）（2005 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、船舶安全法、航空法 

 

（74）りん酸ジメチル＝1-メトキシカルボニル-1-プロペン-2-イル（別名メビンホス） 

①CAS  No：7786-34-7 

  ②化学式：C7H13O6P 

  ③別名：3-［（ジメトキシホスフィニル）オキシ］-2-ブテン酸メチル 

  ④物性：液体、無色-黄色、弱い臭い 

  ⑤主な用途：農薬 （殺虫剤) 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2020 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.01mg/m3（Inhalable fraction and vapor）（skin）（2020 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、毒物及び劇物取締法、消防法、航空法、船舶安全法、港

則法、海洋汚染防止法 
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化学物質に関する基本情報（検討事項３の検討対象物質） 

 

（１）パラトルエンジアミン（PTD） 

①CAS  No：95-70-5 

  ②化学式：C7H10N2 

  ③別名：パラトルイレンジアミン、2,5-ジアミノトルエン、パラ-トルイレンジアミン 

  ④物性：固体、無色 

  ⑤主な用途：染料の合成原料、染料中間体 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2007 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2007 年版） 

  ⑦適用法令：毒物及び劇物取締法、海洋汚染防止法 

 

（２）オルトニトロパラフェニレンジアミン（ONPPD） 

①CAS  No：5307-14-2 

  ②化学式：C6H7N3O2 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（３）パラアミノフェノール（PAP） 

①CAS  No：123-30-8 

  ②化学式：C6H7NO 

  ③別名：p-アミノフェノール、p-ヒドロキシアニリン、4-アミノフェノール、4-ヒドロキシアニリン 

  ④物性：固体、無色板状晶 

  ⑤主な用途：硫化染料中間体、ゴム老化防止剤、写真現像薬原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2017 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2017 年版） 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、航空法、船舶安全法 

 

（４）パラアミノアゾベンゼン（PAAB） 

①CAS  No：60-09-3 

  ②化学式：C12H11N3 

  ③別名：パラ-フェニルアゾアニリン、4-アミノアゾベンゼン、パラ-（フェニルアゾ）アニリン、 
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C.I.ソルベントイエロー１ 

  ④物性：固体、オレンジ色 

  ⑤主な用途：塩として染色、アシッドイェロー、ジアゾ染料の合成中間体、二塩基酸の評価試薬（比

色分析） 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定 

ＡＣＧＩＨ：未設定 

  ⑦適用法令：化審法、労働安全衛生法 

 

（５）赤色 225 号（R-225） 

①CAS  No：85-86-9 

  ②化学式：C22H16N4O 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（６）過硫酸アンモニウム 

①CAS  No：7727-54-0 

  ②化学式：H8N2O8S2 

  ③別名：ペルオキソ二硫酸ジアンモニウム 

  ④物性：固体、無色-白色 

  ⑤主な用途：酸化漂白剤、樹脂重合剤、金属表面処理剤、食品添加物 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2008 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3（過硫酸塩として）（2008 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、水質汚濁防止法、ＰＲＴＲ法 

 

（７）ハイドロキノン 

①CAS  No：123-31-9 

  ②化学式：C6H6O2 

  ③別名：ヒドロキノン、1,4-ジヒドロキシベンゼン、ヒドロキノール、1,4-ベンゼンジオール 

  ④物性：結晶、無色、無臭 

  ⑤主な用途：写真現像薬、ゴム酸化防止剤、染料等の中間合成原料 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2012 年度版） 
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ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA １mg/m3 

TLV-STEL - （2012 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 

 

（８）チオグリコール酸アンモニウム（ATG） 

①CAS  No：5421-46-5 

  ②化学式：C2H7NO2S 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（９）モノチオグリコール酸グリセロール 

①CAS  No：30618-84-9 

  ②化学式：C5H10O4S 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（10）システアミン塩酸塩（CHC） 

①CAS  No：156-57-0 

  ②化学式：C2H8ClNS 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（11）コカミドプロピルベタイン（CAPB） 

①CAS  No：86438-79-1 
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  ②化学式：C19H38N2O3 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（12）香料ミックス 

①CAS  No：― 

  ②化学式：― 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（13）ペルーバルサム 

①CAS  No：8007-00-9 

  ②化学式：― 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（14）ケーソン CG 

（5-クロロ-2-メチル-4-イソチアゾリン-3-オン） 

①CAS  No：26172-55-4 

  ②化学式：C4H4ClNOS 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 
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日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

（2-メチル-4-イソチアゾリン-3-オン） 

①CAS  No：2682-20-4 

  ②化学式：C4H5NOS 

  ③別名：― 

  ④物性：― 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：― 

ＡＣＧＩＨ：― 

  ⑦適用法令：― 

 

（15）クロロクレゾール 

①CAS  No：59-50-7 

  ②化学式：C7H7ClO 

  ③別名：4-クロロ-3-メチルフェノール、4-クロロ-メタ-クレゾール 

  ④物性：固体、白色またはわずかにピンク 

  ⑤主な用途：染料・香料中間体 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2008 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：未設定（2008 年版） 

  ⑦適用法令：ＰＲＴＲ法、船舶安全法 

 

（16）硫酸ニッケル 

①CAS  No：7786-81-4 

  ②化学式：NiSO4 

  ③別名：硫酸ニッケル（Ⅱ）、硫酸第一ニッケル 

  ④物性：固体 

  ⑤主な用途：― 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：未設定（2009 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.1mg/m3（Niとして）（インハラブル粒子）（2009 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 

 

（17）塩化コバルト 

①CAS  No：7646-79-9 

  ②化学式：Cl2Co 
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  ③別名：二塩化コバルト（Ⅱ）、塩化コバルト（Ⅱ）、塩化第一コバルト 

  ④物性：固体・粉末、淡青色（空気や湿気にばく露するとピンクになる。）、鋭いにおい 

  ⑤主な用途：触媒・塗料・顔料・インキ乾燥剤用原料、メッキ薬、医薬（パッチテスト貼付剤）、毒

ガス吸収剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.05mg/m3（コバルト及びその化合物）（2019 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.02mg/m3（コバルトとして）（2019 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、労働基準法、ＰＲＴＲ法、大気汚染防止法 

 

（18）チウラムミックス 

（テトラメチルチウラムジスルフィド) 

①CAS  No：137-26-8 

  ②化学式：C6H12N2S4 

  ③別名：チウラム、チラム、ビス（ジメチルカルバミル）ジスルフィド 

  ④物性：結晶、白色 

  ⑤主な用途：殺菌剤, 天然ゴム、合成ゴム用加硫促進剤 

  ⑥許容濃度： 

日本産業衛生学会：0.1mg/m3（2010 年度版） 

ＡＣＧＩＨ：TLV-TWA 0.05mg/m3 

TLV-STEL - （2011 年版） 

  ⑦適用法令：労働安全衛生法、ＰＲＴＲ法、船舶安全法、航空法 
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